
【
翻
刻 

】 

  

松
代
文
化
施
設
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）
所
蔵 

 

「
真
田
幸
弘
遺
稿
和
歌
集
」
上
・
下
（
文
書
番
号
四
―
二
―
三
） 

平
林 

香
織 

   
 
 
 

は
じ
め
に 

 
 

 
 

  
 
 

㈠ 

形
式
と
内
容 

  

松
代
文
化
施
設
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）
所
蔵
の
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田

幸
弘
（
元
文
五
〈
一
七
四
〇
〉
―
文
化
一
二
〈
一
八
一
五
〉
）
の
遺
稿
和
歌
集
（
写

本
）
二
冊
を
翻
刻
す
る
。 

 

書
誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

書
型 

中
本 

縦
一
九
・
二×

横
一
三
・
二
セ
ン
チ
（
二
冊
共
通
） 

 
 

表
紙 

紺
色 

亀
甲
花
つ
な
ぎ
紋
地
巻
龍
模
様 

 
 

題
簽 

 

無
し 

 
 

綴
じ 

袋
綴 

 
 

 

料
紙 

楮
紙 

全
丁
数 

（
上
）
五
七
丁 

 

（
下
）
六
三
丁 

整
理
番
号 

文
書
の
部
第
四
―
二
―
三
号 

 

跋
文
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
集
は
、
松
代
藩
士
岩
下
佐
源
太
（
宝
暦
五
年
〈
一
七
五

五
〉
―
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
、
雅
号
・

き

よ

き

清
酒
）
が
、
主
君
幸
弘
の
和
歌
の
う
ち

寛
政
七
年
以
降
の
も
の
を
幸
弘
没
後
に
編
集
し
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

幸
弘
が
「
年
こ
と
に
を
り
に
ふ
れ
つ
ゝ
よ
み
す
て
給
へ
る
御
歌
」
を
佐
源
太
が
書

き
と
め
る
な
ら
い
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
寛
政
七
年
以
降
の
歌
を
と
り
ま
と
め
る

前
に
幸
弘
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
公
務
の
か
た
わ
ら
書
き
綴
っ
た
も
の
だ

と
い
う
。
「
仰
せ
こ
と
さ
へ
御
記
念
と
な
り
」
と
あ
る
。
亡
き
主
君
の
折
々
の
姿
や

こ
と
ば
を
偲
び
、
そ
れ
ら
を
幸
弘
の
歌
と
と
も
に
長
く
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
編

集
し
た
の
だ
ろ
う
。
跋
文
末
尾
に
は
「
文
化
一
三
年
卯
月
」
の
日
付
が
あ
り
、
「
清

酒
謹
言
」
と
書
か
れ
る
。
幸
弘
は
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
の
八
か
月
後
で
あ
る
。 

 

こ
の
歌
集
は
真
田
文
書
を
整
理
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
畳
紙
（
色
画

用
紙
）
に
く
る
ま
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
幸
弘
公
御
筆
御
詠
草
寛
政

七
年
よ
り
文
化
二
年
ま
で
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
間
違
い
で
あ
る
。
岩
下
佐
源

太
筆
で
、
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
か
ら
文
化
一
二
年
（
一

八
一
四
）
ま
で
だ
。
上
巻
は
寛
政
七
年
か
ら
文
化
元
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
二
四
三

首
、
下
巻
は
文
化
二
年
か
ら
同
一
二
年
ま
で
の
一
一
年
間
の
二
六
二
首
、
合
せ
て
二

二
年
間
の
五
〇
五
首
を
収
め
る
。
幸
弘
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
家
督
を

ゆ
き
た
か

幸
専

（
明
和
七
年
〈
一
七
七
〇
〉
―
文
政
一
一
年
〈
一
八
二
八
〉
）
、
彦
根
藩
主
井
伊
直

幸
四
男
）
に
譲
っ
て
い
る
。
四
六
年
に
及
ぶ
幸
弘
の
長
い
治
世
の
最
後
の
こ
ろ
か
ら

亡
く
な
る
直
前
ま
で
の
歌
集
で
あ
る
。 

 

す
べ
て
の
歌
に
は
詞
書
が
あ
る
。
そ
れ
を
も
と
に
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め

る
と
、
新
年
、
子
の
日
、
七
夕
、
重
陽
と
い
っ
た
年
中
行
事
の
折
に
詠
ま
れ
た
歌
、

梅
・
月
・
菊
・
初
雪
な
ど
四
季
の
題
が
つ
い
た
歌
、
賀
や
餞
な
ど
の
贈
答
歌
、
梅
や

し
き
・
海
晏
寺
・
御
殿
山
な
ど
を
訪
問
し
た
折
の
歌
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
名
や
家
臣
、
縁
者
、
知
人
な
ど
の
人
名
や
、
出
か
け
た
先
な
ど
が
記
さ
れ
た
詞
書

も
多
い
。
全
体
と
し
て
、
公
的
な
も
の
や
社
交
的
な
も
の
を
中
心
に
、
四
季
折
々
に

好
み
の
題
で
詠
ん
だ
歌
が
並
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 



㈡ 

幸
弘
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て 

  

幸
弘
の
文
芸
活
動
の
全
体
像
を
お
お
ま
か
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
幸
弘
は
、
菊
貫
・
象
麿
・
白
日
庵
・
馬
逸
等
多
く
の
俳
号
を
持
つ
俳
人
大

名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
郡
山
藩
主
柳
沢

の
ぶ
と
き

信
鴻
（
享
保
九
〈
一
八
二
四
〉
―
寛
政

四
〈
一
七
九
二
〉
、
俳
号
・
米
翁
、
幸
弘
の
叔
父
）
の
文
芸
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
、

点
取
俳
諧
の
指
南
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
柳
沢
信
鴻
『
宴
遊
日
記
』
（
一
三
巻
二

六
冊
、
信
鴻
致
仕
後
の
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
―
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
ま
で

の
日
記
）
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
た
く
さ
ん
の
江
戸
座
の
俳
人
と
も
交
流
が
あ
り
、

何
人
か
を
松
代
に
招
い
て
も
い
る
。
七
十
数
名
の
大
名
と
俳
諧
を
通
じ
た
交
友
関
係

を
も
ち
、
大
名
・
旗
本
・
藩
士
ら
と
巻
い
た
百
韻
は
伝
来
す
る
も
の
だ
け
で
九
百
巻

に
及
ぶ
。
俳
諧
の
座
の
主
催
者
あ
る
い
は
連
衆
だ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
点
者
と
し

て
他
の
大
名
俳
人
ら
が
巻
い
た
巻
に
点
数
を
付
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
幸
弘
は
、
俳
諧
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
宝

暦
三
年
（
一
七
五
三
・
幸
弘
一
三
歳
）
ご
ろ
賀
茂
真
淵
（
元
禄
一
〇
〈
一
六
九
七
〉

―
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
）
に
和
歌
の
指
導
を
受
け
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
・
幸

弘
五
四
歳
）
に
は
和
歌
の
宗
匠
日
野

す

け

き

資
枝
（
元
文
二
年
〈
一
七
三
二
〉
―
享
和
元
年

〈
一
八
〇
一
〉
）
に
入
門
し
て
い
た
。 

 

真
田
宝
物
館
に
は
幸
弘
の
和
歌
関
係
書
と
し
て
、
次
の
も
の
が
伝
来
す
る
。 

①
幸
弘
の
和
歌
師
匠
ゆ
か
の
書
簡
、
日
野
資
枝
の
加
点
和
歌
懐
紙 

②
賀
集 

③
年
賀
集 

④
詠
草 

⑤
和
歌
俳
諧
紀
行
（
画
巻
『
青
葉
蔭
』
・
紀
行
文
『
湘
南
紀
行
』
） 

⑥
遺
稿
和
歌
集 

 

①
は
真
田
家
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
、
ゆ
か
が
堂
上
の
日
野
家
と
真
田
家
と
の

仲
立
ち
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
ゆ
か
（
游
歌
）
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。 

 

②
の
賀
集
の
最
初
の
も
の
は
、
松
代
の
海
津
城
に
つ
が
い
の
鶴
が
飛
来
し
た
こ
と

を
瑞
祥
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
と
も
づ
る
』
二
冊
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
）
で

あ
る
。
ゆ
か
が
序
文
を
寄
せ
、
幸
弘
の
叔
父
で
あ
る
松
平
定
信
（
宝
暦
八
年
〈
一
七

五
八
〉
―
文
政
一
二
年
〈
一
八
二
九
〉
）
の
歌
が
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
年
定

信
は
老
中
首
座
に
昇
進
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
将
軍
家
斉
の
嫡
男
誕
生
に
か
か

わ
る
儀
式
で

ご
へ
い
と
う

御
箆
刀
役
を
務
め
た
記
念
の
『
む
ら
た
け
』
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
）

一
冊
と
日
野
家
へ
の
和
歌
入
門
記
念
の
『
は
し
だ
て
』
（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
）

一
冊
で
あ
る
。
松
代
藩
に
お
け
る
幸
弘
治
世
の
め
で
た
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え

る
。 

 

③
の
年
賀
集
は
、
『
に
ひ
杖
』
一
冊
（
幸
弘
四
〇
歳
）
、
『
わ
か
み
と
り
』
一
冊

（
五
〇
歳
）
、
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
二
冊
（
六
〇
歳
・
七
〇
歳
）
で
、
正
室
を
は
じ

め
と
す
る
親
族
、
大
名
、
旗
本
、
藩
士
と
そ
の
縁
者
等
が
寄
せ
た
和
歌
、
俳
諧
、
漢

詩
を
収
め
る
。
『
わ
か
み
と
り
』
及
び
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
に
は
付
本
と
し
て
記
念

の
贈
答
品
目
録
も
備
わ
る
。
真
田
家
の
交
遊
関
係
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

④
の
「
詠
草
」
に
は
、
年
代
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
年
代
未
詳
の
も

の
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
ゆ
か
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
添
削
の
朱
入
れ
が
あ
る
。
寛
政

三
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
寛
政
六
年
（
一
七
九
五
）
ま
で
の
一
二
冊
と
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
六
）
か
ら
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
八
）
ま
で
の
一
〇
冊
に
二
分
割
さ
れ
帙

に
納
め
ら
れ
る
。
内
容
の
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ

と
ば
の
使
い
方
や
歌
の
内
容
、
漢
字
表
記
に
い
た
る
ま
で
細
か
な
添
削
が
行
わ
れ
、

点
取
和
歌
で
の
得
点
が
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
幸
弘
の
歌
道
修
練
の
よ
う
す
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
に
は
日
野
資
枝
の
元
に
送
っ
た
と
い
う
付
箋
が
貼
ら
れ



て
い
る
も
の
も
あ
る
。
年
代
未
詳
の
も
の
は
、
『

み

や

こ

花
洛
の
草
結
』
（
三
冊
）
及
び
『
和

歌
詠
草
』
（
一
冊
）
と
題
し
て
長
点
が
か
け
ら
れ
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。 

 

⑤
は
幸
弘
が
一
〇
年
か
け
て
幕
府
に
願
い
出
て
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
た
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
の
鎌
倉
・
箱
根
へ
の
旅
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
幕
府

へ
提
出
し
た
旅
程
表
に
は
な
い
が
か
ね
て
よ
り
の
強
い
願
い
で
西
行
の
鴫
立
庵
を
訪

問
し
た
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
画
巻
は
真
景
画
と
和
歌
・
俳
諧
か
ら
な
る

が
、
幸
弘
自
身
が
筆
を
と
っ
た
も
の
と
お
抱
え
の
絵
師
小
野
正
應
・
書
家
蓑
田
牛
山

に
清
書
さ
せ
た
も
の
と
が
あ
る
。 

 

⑥
が
今
回
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
ほ
か
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
真
田
家
文
書
に
は
、
幸
弘
の
和
歌

関
係
資
料
と
し
て
、
「
幸
弘
公
御
自
詠
岡
部
衛
士
賀
茂
真
淵
点
」
、
「
和
歌
入
門
誓

詞
案
」
（
「
寛
政
五
癸
丑
年
五
月
／
日
野
家
門
入
誓
詞
中
書
」
の
上
書
あ
り
）
、
歌

集
『
菊
筵
』
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
真
田
宝
物
館
と
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
歌
を
し
た
た
め
た
短
冊
も
数
千

枚
伝
来
し
、
賀
集
に
寄
せ
ら
れ
た
歌
は
短
冊
帖
と
し
て
美
し
く
装
丁
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
和
歌
資
料
は
、
幸
弘
が
と
く
に
人
生
の
後
半
に
、
集
中
的
に
和
歌
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
ま
た
、
丁
寧
に
保
存
さ
れ
伝
来
さ
れ
て
い

る
よ
う
す
か
ら
、
真
田
家
が
藩
主
の
歌
や
藩
主
に
関
わ
る
歌
を
大
切
な
も
の
と
し
て

扱
い
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

㈢ 

藩
士
岩
下
佐
源
太
に
つ
い
て 

 
 

 

 
 

遺
稿
和
歌
集
を
編
纂
し
た
岩
下
佐
源
太
は
、
俳
号
を

か

そ

く

花
足
、

た

い

ふ

太
阜
と
い
い
、
そ
の

ほ
か
に
象
山
窟
、
双
鶴
庵
の
号
を
持
つ
。
幸
弘
没
後
、
第
七
代
藩
主
幸
専
（
前
出
）
、

第
八
代
藩
主
行
幸
貫
（
寛
政
三
年
〈
一
九
七
二
〉
―
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉
、
幸

専
養
子
、
松
平
定
信
次
男
）
に
も
仕
え
た
。
『
真
田
家
家
中
明
細
書
』
（
史
料
館
叢

書
８
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
一
年
三
月
）
に
よ
る
幸
弘
存
命
中
の
彼
の
年
譜

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

天
明
五
巳
・
三
・
二
一 

 

依
願
御
番
入 

天
明
八
申
・
四
・
九 

 
 

幸
弘
公
御
近
習 

寛
政
九
巳
・
八
・
二 

 
 

幸
弘
公
御
膳
番
御
刀
番
兼 

文
化
三
寅
・
三
・
一
五 

 

家
督 

文
化
九
申
・
一
一
・
二
八 

 

御
役
料
拾
五
石 

 
 
 

 

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
幸
弘
の
近
習
に
な
っ
た
と
き
佐
源
太
は
三
三
歳
、
幸

弘
は
四
八
歳
で
あ
る
。
以
来
三
〇
年
間
幸
弘
に
仕
え
た
。
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）

八
月
三
日
に
幸
弘
が
没
し
た
後
、
左
源
太
は
町
奉
行
と
な
り
、
郡
奉
行
を
兼
務
、
八

代
幸
貫
の
と
き
に
隠
居
を
願
い
出
る
が
赦
さ
れ
ず
、
御
奏
者
格
と
な
り
、
文
政
一
一

年
（
一
八
二
九
）
側
用
人
と
な
っ
た
の
ち
、
翌
年
隠
居
し
て
い
る
。
『
長
野
県
歴
史

人
物
大
事
典
』
（
郷
土
出
版
社
、
平
成
元
年
七
月
）
に
よ
る
と
、
和
歌
俳
諧
の
ほ
か

に
、
茶
道
、
陶
芸
も
し
、
騎
射
に
す
ぐ
れ
、
国
学
を
本
居
宣
長
・
加
藤
千
蔭
に
問
う

た
と
い
う
。
博
学
多
才
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
編
著
に
『
歳
々
発

句
集
』
『
双
鶴
庵
随
筆
集
』
『
松
の
陰
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

佐
源
太
は
幸
弘
の
点
取
俳
諧
に
頻
繁
に
一
座
し
て
い
た
こ
と
が
、
真
田
宝
物
館
に

一
七
〇
冊
ほ
ど
伝
来
す
る
点
取
俳
諧
書
『
菊
の
分
根
』
『
菊
畠
』
か
ら
わ
か
る
。
幸

弘
晩
年
の
鎌
倉
・
箱
根
へ
の
旅
に
も
同
行
し
、
紀
行
に
は
佐
源
太
の
詠
ん
だ
歌
も
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
松
代
町
史
』
（
大
平
喜
間
多
編
、
昭
和
四
年
五
月
）
に
は
、

天
明
期
か
ら
文
政
期
ま
で
城
下
で
和
歌
を
講
ず
る
た
め
の
私
塾
双
鶴
堂
を
開
い
て
い

た
と
記
さ
れ
る
。
松
代
百
人
一
首
『
松
の
百
枝
』
を
編
集
し
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、

佐
源
太
は
、
藩
主
の
文
芸
活
動
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、
藩
の
和
歌
指
導
者
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

文
政
三
年
（
一
八
三
〇
）
、
佐
源
太
が
七
五
歳
で
隠
居
す
る
と
き
に
、
藩
主
幸
貫

は
佐
源
太
の
屋
敷
を
訪
れ
、
「
い
つ
ま
で
も
限
り
は
あ
ら
じ
み
な
も
と
の
お
な
じ
滋



野
の
秋
ぞ
た
の
し
き
」
と
い
う
歌
を
贈
っ
た
と
い
う
（
矢
羽
勝
幸
編
『
長
野
県
俳
人

名
大
辞
典
』
郷
土
出
版
社
、
平
成
元
年
一
〇
月
）
。
佐
源
太
へ
の
幸
貫
の
信
頼
と
和

歌
に
よ
る
主
従
の
交
感
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

 

㈣ 

幸
弘
遺
稿
和
歌
集
の
位
置
づ
け 

  

本
和
歌
集
の
内
容
に
つ
い
て
の
精
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
集
は
藩

主
の
和
歌
活
動
の
一
端
を
知
る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
見

通
し
を
お
お
ま
か
に
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
藩
主
や
藩
士
の
和
歌
活
動
は
、
徳
川
幕
府
と
の
関
係
や
、
大

名
家
の
交
遊
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
幸
弘
の
場
合
は
、
堂
上
歌

人
日
野
資
枝
へ
の
入
門
を
は
た
し
た
の
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
四
）
五
四
歳
と
遅
い
。

ゆ
か
に
和
歌
の
添
削
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
盛
ん
に
和
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
た
時
期

は
日
野
家
入
門
以
後
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
松
平
定
信
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
幸
弘
の
官
位
が
従
五
位

下
か
ら
従
四
位
下
に
あ
が
っ
た
折
の
こ
と
を
、
「
真
田
伊
豆
守
四
品
に
な
り
し
が
こ

の
物
入
は
予
に
五
六
倍
し
け
る
ぞ
と
ふ
」
（
『
宇
下
人
言
』
）
と
書
い
て
い
る
。
二

人
は
同
じ
年
に
従
四
位
に
昇
進
し
て
い
る
。
真
田
宝
物
館
に
は
、
幸
弘
昇
進
の
際
に

は
七
千
両
も
の
費
用
が
か
か
っ
た
と
書
か
れ
た
文
書
も
伝
来
す
る
。
ま
た
定
信
の『
花

月
日
記
』
に
は
、
幸
弘
が
真
田
家
と
浜
松
藩
井
上
家
と
の
縁
組
の
仲
介
役
を
熱
心
に

定
信
に
頼
ん
で
い
る
よ
う
す
が
記
さ
れ
る
。
幸
弘
は
政
治
力
の
あ
る
甥
を
藩
政
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
側
面
が
あ
る
。 

 

そ
う
い
う
意
味
で
幸
弘
の
和
歌
活
動
も
、
政
治
的
な
手
段
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
俳
諧
一
筋
だ
っ
た
幸
弘
が
、
定
信
の
影
響
で
歌

を
詠
む
こ
と
に
熱
心
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
果
し
て
幸

弘
は
単
に
政
治
の
道
具
と
し
て
の
み
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
佐
源
太
に
よ

る
こ
の
遺
稿
集
を
み
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
幸
弘
に
と
っ
て
は
歌

を
詠
む
こ
と
は
人
と
結
び
つ
く
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
遺
稿
集
の
な
か
で
、

幸
弘
は
、
賀
や
回
忌
、
あ
る
い
は
餞
の
記
念
と
し
て
歌
を
詠
み
、
与
え
、
ま
た
、
請

わ
れ
て
い
る
。
四
季
折
々
の
歌
は
い
ず
れ
も
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
月
見
を
し
た

り
、
梅
見
を
し
た
り
、
家
臣
が
丹
精
し
た
菊
を
愛
で
た
り
し
て
い
る
。
自
然
詠
で
あ

り
な
が
ら
、
景
物
の
背
後
に
誰
か
の
息
吹
を
感
じ
る
歌
が
多
い
。
そ
し
て
、
歌
題
に

は
な
ん
ら
か
の
傾
向
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
菊
を
詠
ん
だ
歌
が
抜
き
ん
で

て
多
く
、
俳
号
「
菊
貫
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

朱
入
り
の
「
詠
草
」
は
藩
主
の
歌
作
り
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
屋
敷
の
中
で
自
室
に
籠
っ
て
ひ
と
り
歌
作
に
励
む
勤
勉
な
藩
主
の
姿
を
伝

え
る
。
ま
た
、
歌
の
師
で
あ
る
ゆ
か
や
日
野
資
枝
に
対
す
る
真
摯
な
学
び
の
態
度
を

示
し
て
も
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
遺
稿
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
、
特
定
の
場
所
で

詠
ま
れ
た
も
の
や
、
特
定
の
人
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歌
を

詠
む
幸
弘
の
傍
ら
に
は
佐
源
太
が
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
外
に
開
か
れ

た
歌
集
と
い
え
る
。
わ
た
し
た
ち
は
佐
源
太
が
す
ぐ
そ
ば
で
見
て
い
た
の
と
同
じ
歌

を
詠
む
藩
主
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

遺
稿
集
の
年
代
は
、
「
詠
草
」
の
年
代
と
一
部
重
な
る
。
今
後
、
同
じ
歌
が
あ
る

か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
添
削
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
調
査
も
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
祝
賀
集
や
賀
集
と
の
比
較
考
察
も
含
め
、
詞
書
に
書
か
れ

た
人
名
地
名
の
考
証
、歌
題
や
表
現
に
つ
い
て
の
考
察
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
藩
主
の
文
芸
活
動
を
支
え
、
藩
全
体
の
文
化
を
豊
か
で
息
の
長
い
も
の
と

し
て
展
開
さ
せ
た
藩
士
の
文
事
と
い
う
視
点
で
、
幸
弘
以
下
真
田
家
三
代
に
仕
え
た

佐
源
太
の
事
績
を
た
ど
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

凡
例 

  

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。 

 



一
、
和
歌
は
二
行
書
き
だ
が
、
翻
刻
で
は
一
行
書
き
と
し
た
。 

一
、
年
号
は
一
字
下
げ
、
詞
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。 

一
、
旧
字
及
び
異
体
字
は
、
通
行
の
新
字
に
改
め
た
。 

一
、
文
字
の
清
濁
は
原
文
通
り
と
し
た
。 

一
、
割
注
に
な
っ
て
い
る
箇
所
に
は
、
〈
／
〉
を
付
け
た
。 

一
、
丁
の
終
わ
り
の
文
字
の
あ
と
に
〈
」
〉
を
付
け
た
。 

 

【
翻
刻
】 

 

【
本
文
】 

 
 
 

（
上
巻
） 

  

寛
政
七
年
乙
卯 

 
 

年
内
立
春 

暮
て
ゆ
く
年
の
こ
ろ
た
に
た
つ
春
の
色
を
見
せ
た
る
梅
の
一
も
と
」 

初
春 

去
年
に
見
し
空
も
一
夜
に
あ
ら
玉
の
光
や
は
ら
く
春
は
き
に
け
り 

ふ
る
と
し
の
一
よ
は
明
て
鳥
か
な
く
吾
妻
の
春
の
四
方
の
ゆ
た
け
き 

け
さ
は
は
や
霞
の
こ
ろ
も
立
そ
め
て
」
春
き
に
け
ら
し
空
の
長
閑
さ 

は
つ
初
見
鶴 

明
わ
た
る
春
日
の
と
か
に
う
ち
む
か
ふ
中
空
高
き
友
つ
る
の
こ
ゑ 

東
の
日
叡
に
花
を
見
る 

咲
尽
す
匂
ひ
め
か
れ
す
な
か
き
日
も
」
た
ゝ
ま
く
お
し
き
花
の
下
陰 

 
 

御
殿
山 

佐
保
姫
の
袖
の
霞
を
し
る
へ
に
て
磯
山
さ
く
ら
分
つ
ゝ
そ
見
る 

 
 

六
十
年
賀 

老
ら
く
の
よ
は
ひ
契
て
し
め
の
う
ち
に
」
十
返
る
ま
つ
の
花
も
見
る
ら
ん 

契
れ
猶
よ
は
ひ
の
末
も
ち
と
せ
へ
ん
松
も
ろ
と
も
に
春
を
栄
え
て 

 
 

米
賀 

島
田
重
三
郎 

筭
え
来
し
老
の
齢
の
た
く
ひ
な
み
八
十
島
か
け
て
幾
千
世
の
は
る
」 

ち
き
り
お
く
老
せ
ぬ
や
と
の
た
ま
椿
八
千
代
の
春
や
と
も
に
栄
え
む 

齢
猶
か
た
き
た
め
し
は
を
と
め
子
か
な
つ
と
も
尽
ぬ
岩
尾
な
ら
ま
し 

 
 

十
五
夜 

鏡
と
も
心
に
か
け
て
う
つ
し
み
む
」
世
に
く
も
り
な
き
月
の
ひ
か
り
を 

露
む
す
ふ
尾
は
な
に
月
の
か
け
み
ち
て
は
て
な
く
て
ら
す
む
さ
し
野
ゝ
原 

君
か
代
の
最
中
の
月
の
ひ
か
り
こ
そ
幾
秋
消
る
か
ゝ
み
な
る
ら
ん 

 
 

十
三
夜
」 

名
に
し
お
ふ
望
に
を
と
ら
す
照
添
て
ふ
た
よ
の
月
の
影
そ
さ
や
け
き 

長
月
の
つ
き
の
か
つ
ら
の
長
き
夜
も
む
か
ふ
に
あ
か
す
ひ
か
り
く
ま
な
き 

世
に
た
く
ひ
あ
ら
し
に
空
の
吹
晴
て
さ
や
け
く
て
ら
す
長
月
の
か
け
」 

望
に
見
し
空
も
い
つ
し
か
転
り
き
て
ふ
た
ゝ
ひ
消
る
な
か
月
の
影 

め
か
れ
し
な
惜
む
に
あ
か
て
長
夜
も
ふ
た
ゝ
ひ
照
す
月
の
ひ
か
り
は 

隈
も
な
く
光
を
添
て
玉
く
し
け
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
長
月
の
空
」 

最
中
に
も
を
と
り
や
は
す
る
長
月
の
月
消
わ
た
る
空
の
け
は
ひ
は 

を
し
む
そ
よ
待
え
し
空
に
隈
も
な
く
夜
を
長
月
の
つ
き
の
光
り
は 

 
 

菊 

咲
匂
ふ
は
な
の
数
〳
〵
め
く
り
つ
ゝ
」
千
と
せ
を
契
る
き
く
の
盃 

い
く
秋
の
菊
の
下
水
く
み
て
猶
ち
き
り
重
ね
ん
山
路
わ
け
つ
ゝ 

 
 

海
晏
寺 

散
と
し
も
名
は
く
ち
せ
し
な
山
も
と
に
世
を
ふ
る
て
ら
の
庭
の
も
み
ち
は
」 

見
る
か
ひ
も
あ
ら
し
に
い
た
く
落
敷
て
色
な
つ
か
し
き
寺
の
も
み
ち
葉 

 
 

歳
暮 

な
す
わ
さ
の
た
か
き
い
や
し
き
お
し
並
て
春
ま
つ
と
し
の
暮
に
賑
ふ 

か
そ
へ
来
し
日
数
も
い
つ
ら
ふ
と
暮
て
」
ま
ち
か
き
春
そ
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る 



  
寛
政
八
年
丙
辰 

 
 

は
る
の
は
し
め
の
う
た 

空
も
は
や
霞
の
こ
ろ
も
た
ち
初
て
」
よ
も
う
ら
ゝ
か
に
春
は
き
に
け
り 

め
な
れ
て
し
日
影
も
さ
す
か
た
ち
か
へ
る
春
の
し
る
し
の
光
り
を
そ
ゝ
ふ 

初
春
の
空
も
し
つ
け
き
朝
日
か
け
く
も
ら
ぬ
御
代
の
鏡
と
を
見
む 

 
 

 
 

む
月
末
雪
の
降
け
る
に
」 

梅
花
ち
り
し
名
残
を
さ
ら
に
今
そ
れ
そ
と
見
す
る
庭
の
淡
雪 

さ
と
に
咲
花
と
こ
そ
み
れ
春
も
漸
日
か
す
ふ
る
え
の
梅
の
し
ら
雪 

 
 

 
 

旧
直
か
故
郷
に
帰
る
に
あ
た
ふ 

古
さ
と
の
春
も
ゆ
た
か
に
き
つ
ゝ
ゆ
く
」
花
の
に
し
き
の
旅
の
衣
手 

 
 

七
十
賀 

石
川
新
八
母 

た
ち
返
り
い
く
世
の
齢
か
さ
ぬ
ら
ん
八
十
こ
す
川
の
浪
の
ま
に
〳
〵 

 
 

十
五
夜 

う
ち
向
ふ
心
も
す
め
る
秋
の
よ
の
」
月
に
や
と
か
す
庭
の
池
水 

待
え
た
る
月
に
め
て
ゝ
そ
長
き
夜
も
明
日
わ
ひ
し
き
も
の
と
知
ぬ
る 

幾
め
く
り
秋
の
最
中
も
か
は
ら
し
な
隈
な
く
て
ら
す
月
の
み
か
け
は 

 
 

 
 

重
陽
」 

円
ゐ
し
て
け
ふ
汲
菊
の
杯
に
猶
い
く
千
よ
の
秋
や
か
さ
ね
む 

 
 

 
 

菊 

契
お
き
て
猶
い
く
秋
も
あ
か
す
み
む
囲
ふ
ま
垣
の
菊
の
千
と
せ
を 

め
も
あ
や
な
い
つ
れ
を
そ
れ
と
わ
き
て
み
ん
」
さ
き
か
さ
ね
た
る
菊
の
ま
か
き
は 

こ
き
う
す
き
色
を
ま
し
へ
て
花
の
上
に
お
き
ま
と
は
せ
る
菊
の
し
ら
露 

 
 

万
鱗
法
師
か
庭
に
て 

浅
か
ら
ぬ
め
く
み
の
露
に
咲
い
て
ゝ
色
か
こ
と
な
る
菊
の
い
く
も
と
」 

見
て
の
み
も
つ
も
る
齢
そ
し
ら
れ
ぬ
る
ふ
り
せ
す
匂
ふ
菊
の
千
く
さ
に 

 
 

残
菊 

咲
は
な
の
霜
に
ふ
り
せ
て
千
世
ふ
へ
き
い
ろ
を
み
き
り
の
き
く
の
い
く
む
ら 

露
霜
と
む
す
ひ
か
へ
て
も
さ
く
き
く
の
」
老
せ
す
匂
ふ
い
ろ
そ
こ
と
な
る 

 
 

十
三
夜 

長
月
の
な
か
き
夜
と
し
も
お
も
は
れ
す
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
に
む
か
ふ
月
か
け 

最
中
よ
り
後
の
日
か
す
を
か
さ
ね
き
て
衣
手
寒
し
な
か
月
の
影
」 

 
 

神
無
月
清
酒
か
ふ
る
さ
と
へ
帰
る
に
あ
た
ふ 

空
寒
み
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
ゆ
く
向
も
名
に
お
ふ
雪
の
ふ
る
さ
と
の
旅 

 
 

歳
暮 

か
そ
へ
来
て
残
り
す
く
な
き
日
か
す
に
そ
」
暮
ゆ
く
と
し
の
を
し
ま
れ
に
け
る 

世
の
人
の
心
は
春
に
い
そ
か
れ
て
な
す
わ
さ
し
け
き
年
そ
賑
ふ 

諸
ひ
と
の
心
を
は
な
に
十
か
へ
り
の
松
た
て
わ
た
し
春
や
待
ら
む
」 

  

寛
政
九
年
丁
巳 

 
 

春
の
は
し
め
に 

よ
つ
の
海
し
つ
け
く
あ
け
て
た
く
ひ
な
み
た
ち
か
へ
り
ぬ
る
春
の
ゆ
た
け
さ 

け
さ
は
は
や
霞
の
衣
た
ち
そ
め
て
」
そ
ら
も
の
と
か
に
春
は
き
に
け
り 

あ
ふ
き
見
る
日
か
け
の
と
か
に
明
初
て
う
こ
か
ぬ
御
代
の
春
や
か
さ
ね
ん 

明
初
て
日
か
け
も
し
る
く
け
さ
は
は
や
は
る
を
み
と
り
の
空
の
長
閑
さ 

空
も
け
さ
春
や
き
ぬ
る
と
遠
近
に
」
か
す
み
の
こ
ろ
も
立
そ
め
に
け
り 

 
 

初
春
見
鶴 

仰
み
ん
神
代
の
ま
ゝ
に
た
つ
は
る
の
空
に
の
と
け
き
友
つ
る
の
こ
ゑ 

 
 

八
十
年
賀 

立
田
草
風 

栄
ゆ
く
末
や
い
く
千
世
老
の
な
み
」
八
十
島
か
け
て
た
ち
重
ぬ
ら
ん 

恩
田
民
祇
の
庭
に
人
麿
の
大
神
を
祭
り
て
歌
集
る
よ
し
願
ひ
に
ま
か
せ
て
寄
道
祝

と
い
ふ
心
を 

か
し
こ
し
な
世
々
に
さ
か
ゆ
る
言
の
葉
の
道
を
守
り
の
神
の
め
く
み
は
」 

 
 

庭
梅
春
久 
松
平
左
京
父
八
十
年
賀 



色
も
か
も
猶
ふ
り
せ
し
な
い
く
は
る
を
ち
き
る
み
き
り
の
梅
の
盛
は 

 
 

良
夜 

秋
津
洲
の
秋
の
最
中
の
名
に
高
き
空
に
て
り
そ
ふ
月
そ
く
な
ら
ぬ
」 

 
 

十
五
夜
組
題
の
内
月
前
埜 

秋
の
野
の
草
葉
に
む
す
ふ
露
に
ま
つ
こ
よ
ひ
の
月
の
か
け
や
み
つ
ら
む 

 
 

重
陽 

円
ゐ
し
て
け
ふ
く
み
か
は
す
き
く
の
酒
に
千
と
せ
い
の
秋
や
ち
き
り
お
か
ま
し
」 

 

十

三
夜 

曇
り
な
き
御
代
に
あ
え
つ
ゝ
玉
く
し
け
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
長
月
の
空 

 
 

万
鱗
法
師
か
与
に
任
せ
て 

咲
出
て
ふ
り
行
秋
に
う
つ
ろ
は
ぬ
花
を
み
き
り
の
菊
の
い
く
も
と
」 

露
霜
の
ふ
り
ぬ
る
寺
に
さ
く
菊
の
猶
う
つ
ろ
は
ぬ
花
は
め
か
れ
す 

霜
月
な
か
は
道
柱
法
師
の
故
郷
に
帰
る
う
ま
の
は
な
む
け
に
又
来
ん
春
は
必
来
よ

か
し
な
と
い
ひ
て 

し
は
し
た
に
わ
か
る
ゝ
し
る
し
旅
衣
」
た
ち
か
り
来
ん
春
は
ち
き
れ
と 

旅
衣
日
数
も
と
も
に
か
さ
ね
ゆ
く
遠
か
た
さ
そ
な
宵
の
ふ
る
さ
と 

 
 

八
十
年
賀 

成
瀬
隼
人
卿 

深
み
と
り
い
く
世
か
さ
ね
ん
陰
も
尚
か
ね
て
そ
し
る
き
や
と
の
呉
竹
」 

 
 

歳
暮 

か
そ
へ
て
は
惜
ま
れ
に
け
り
一
年
も
間
遠
く
春
を
む
か
ふ
日
数
に 

 
 
 

 

寛
政
十
年
戊
午
」 

 
 

六
十
年
賀 

松
平
左
京
大
夫
殿 

末
遠
き
常
は
の
松
の
か
け
し
め
て
君
か
よ
は
ひ
も
十
か
へ
り
の
花 

契
お
き
て
君
か
齢
の
む
そ
ち
よ
り
千
代
の
栄
え
を
松
の
こ
と
の
は 

 
 

小
松
曳
の
洲
浜
に
添
て
」 

ち
と
せ
と
も
何
か
ゝ
き
ら
ん
子
日
す
る
野
へ
の
小
ま
つ
も
君
に
ひ
か
れ
て 

睦
月
廿
一
日
六
十
年
の
こ
と
ほ
き
と
て
人
〳
〵
の
歌
に
詩
に
お
く
ら
れ
け
る
其
題

は
日
野
一
位
殿
に
与
侍
て
檐
松
有
喜
色
と
」
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
よ
み
て
給
は
り
け
る

に 

陰
高
み
軒
は
に
仰
く
松
の
枝
は
と
も
な
ふ
千
代
の
色
や
み
す
ら
む 

 
 

七
十
年
賀 

窪
田
惣
右
衛
門 

深
み
と
り
稀
な
る
春
に
相
お
ひ
の
」
松
の
ち
と
せ
や
猶
重
ぬ
ら
む 

 
 

松
契
遐
年 

篠
原
玄
意
母 

老
ら
く
の
と
も
に
わ
か
え
て
十
返
り
の
花
ま
つ
か
ゐ
に
ち
き
る
幾
春 

 
 

人
の
六
十
年
の
賀
に 

一
し
ほ
の
色
ま
す
春
に
契
お
き
て
」
千
よ
の
栄
え
を
松
陰
の
や
と 

 
 

人
の
七
十
年
の
賀
に
竹
契
遐
年
と
い
ふ
心
を 

呉
竹
の
ふ
り
せ
ぬ
色
を
ち
き
り
に
て
と
も
に
栄
え
む
幾
ち
よ
の
陰 

 
 

遐
遠 

小
笠
原
佐
渡
守
殿
室
一
周
」 

め
く
り
来
て
咲
そ
ふ
花
の
陰
を
猶
か
へ
ら
ぬ
去
年
や
思
ひ
出
ら
ん 

 
 

遐
遠 

植
村
駿
河
守
殿
室
勧
進
古
松
平
主
殿
頭
七
回 

巡
り
来
て
袖
も
露
け
く
影
や
と
る
月
に
む
か
し
や
猶
し
の
ふ
ら
む 

 
 

良
夜
」 

君
か
代
の
ま
す
み
の
か
ゝ
み
か
け
清
く
む
か
ふ
最
中
の
秋
の
よ
の
つ
き 

よ
つ
の
海
静
な
る
世
に
す
む
月
は
く
も
ら
ぬ
御
代
の
鏡
な
り
け
り 

く
ま
な
さ
は
見
ぬ
も
ろ
こ
し
の
空
ま
て
も
お
も
ひ
や
た
て
ぬ
望
月
の
影
」 

 
 

十
三
夜 

長
月
の
つ
き
の
か
つ
ら
の
も
み
ち
せ
る
光
り
や
こ
よ
ひ
花
と
散
ら
ん 

な
と
て
か
く
長
き
夜
な
か
ら
長
月
の
を
し
む
か
ひ
な
く
山
に
入
ら
む 

道
柱
法
師
は
過
し
皐
月
計
に
」
此
吾
妻
に
来
り
ぬ
さ
れ
は
朝
に
は
か
な
た
こ
な
た

に
伴
ひ
き
夕
に
は
と
も
し
火
の
も
と
に
こ
し
か
た
ゆ
く
末
を
か
た
り
合
つ
ゝ
老
の

徒
然
を
な
く
さ
む
る
友
と
た
の
め
し
を
月
日
の
関
守
な
く
し
ら
雪
の
」
ふ
る
さ
と

に
帰
ら
ま
ほ
し
き
よ
し
を
い
ふ
に
名
残
尽
せ
す
引
と
ゝ
め
ま
ほ
し
け
れ
と
日
に
増



て
寒
け
さ
の
添
へ
か
め
れ
は
道
の
事
う
し
ろ
め
た
う
い
た
は
り
思
ふ
物
か
ら
う
へ

な
ひ
侍
り
ぬ
や
か
て
馬
の
は
な
」
む
け
に
又
来
ん
春
を
ち
き
り
つ
ゝ
み
し
か
き
筆

に
色
な
き
こ
と
の
葉
を
か
い
つ
け
て
お
く
る 

を
し
ま
れ
し
日
数
も
い
つ
か
ふ
る
里
に
け
ふ
た
ち
か
へ
る
旅
の
衣
手 

は
る
〳
〵
と
小
春
の
旅
の
首
途
に
」
春
を
ち
き
り
の
春
そ
待
る
ゝ 

 
 

杉
羽
馬
場
広
人
か
故
郷
に
帰
る
に
あ
た
ふ 

ふ
る
さ
と
の
名
も
十
返
り
の
松
し
ろ
に
花
さ
く
春
を
爰
に
こ
そ
ま
て
」 

  

寛
政
十
一
己
未 

 
 

寄
松
祝 

秋
田
山
城
守
殿
五
十
年
賀 

深
み
と
り
若
枝
も
こ
と
に
さ
し
そ
ひ
て
つ
き
ぬ
栄
え
の
松
の
い
く
千
世 

 
 

良
夜
」 

う
つ
る
世
に
名
た
ゝ
る
け
ふ
の
月
か
け
も
み
つ
汐
か
ま
の
む
か
し
か
は
ら
し 

待
付
し
け
ふ
の
こ
よ
ひ
の
中
そ
ら
に
は
て
な
く
向
ふ
む
さ
し
野
ゝ
月 

名
に
し
お
ふ
秋
の
も
中
の
空
は
れ
て
た
く
ひ
ま
れ
な
る
望
月
の
影
」 

 
 

八
十
年
賀 

平
林
惇
篤 

老
の
浪
八
十
島
か
け
て
末
遠
く
千
世
の
齢
や
立
か
さ
ぬ
ら
む 

仙
人
の
其
た
め
し
を
も
き
く
の
葉
に
書
た
る
筆
や
千
世
も
尽
せ
し 

 
 

庭
菊
」 

庭
の
面
に
山
路
の
き
く
を
移
し
植
て
い
く
秋
花
の
老
せ
ぬ
を
見
ん 

ま
せ
の
内
に
花
の
数
〳
〵
お
く
露
の
玉
も
て
か
さ
る
庭
の
し
ら
き
く 

 
 

夕
菊 

七
重
八
重
夕
く
れ
か
け
て
咲
そ
ひ
し
」
色
こ
そ
あ
か
ね
花
の
し
ら
菊 

夕
間
暮
玉
を
つ
ら
ね
て
ま
せ
の
内
に
光
を
添
る
菊
の
上
の
露 

 
 

菊
露 

露
深
み
色
を
ま
し
へ
て
ま
せ
の
内
に
咲
み
た
れ
た
る
き
く
の
い
く
も
と
」 

咲
き
く
の
朝
な
夕
な
の
露
に
し
も
ふ
り
せ
ぬ
花
の
色
を
こ
そ
ゝ
へ 

 
 

寄
菊
恋 

う
つ
り
ゆ
く
心
の
色
は
し
ら
き
く
の
露
わ
す
ら
れ
ぬ
人
の
俤 

し
ら
菊
の
露
な
ら
ね
と
も
う
き
中
の
」
袖
の
な
み
た
や
渕
と
成
ら
ん 

 
 

寄
菊
祝 

咲
し
よ
り
ふ
り
せ
ぬ
花
の
色
見
え
て
秋
も
い
く
秋
匂
ふ
し
ら
菊 

秋
毎
に
千
よ
の
こ
と
の
葉
し
け
り
つ
ゝ
尽
せ
ぬ
や
と
の
菊
の
し
ら
露
」 

移
し
植
て
山
路
の
菊
の
か
も
し
る
く
千
歳
の
秋
や
色
に
見
す
ら
ん 

 
 

庭
の
き
く
み
に 

咲
し
よ
り
色
香
ふ
り
せ
す
此
や
と
の
ち
と
せ
の
末
も
し
ら
き
く
の
花 

仙
人
の
む
か
し
を
い
ま
に
あ
と
た
ら
す
」
咲
つ
ゝ
菊
の
あ
き
も
い
く
秋 

千
よ
経
へ
き
た
め
し
と
き
く
の
秋
こ
と
に
老
せ
す
匂
ふ
花
の
い
く
も
と 

朝
な
夕
な
露
の
め
く
み
に
色
添
て
か
ゝ
る
盛
を
み
す
る
む
ら
き
く 

う
つ
し
う
ゑ
て
栄
ゆ
く
末
も
い
ち
し
る
し
」
千
と
せ
ふ
る
て
ふ
菊
の
色
香
は 

か
た
は
ら
の
も
の
と
も
去
年
の
秋
飼
て
し
す
ゝ
む
し
の
果
を
壺
め
く
も
の
に

ま
う
け
お
き
て
し
よ
し
こ
と
し
か
へ
り
て
あ
ま
た
出
た
り
さ
れ
は
か
な
た
」
こ

な
た
に
わ
か
ち
つ
か
は
し
て
又
来
ん
秋
の
ま
う
け
に
み
つ
よ
つ
二
つ
残
し
置

て
し
か
や
を
ら
秋
の
更
行
ま
ゝ
に
声
い
と
わ
ひ
し 

む
さ
し
野
の
草
に
や
つ
れ
ぬ
鈴
虫
も
ふ
け
ゆ
く
秋
に
こ
ゑ
か
る
ゝ
な
り
」 

十
三
夜 

名
に
し
お
ふ
最
中
の
後
も
空
に
又
よ
も
長
月
の
影
の
さ
や
け
さ 

 
 

年
の
は
て
に 

家
〳
〵
に
千
歳
の
た
め
し
い
と
な
み
て
春
ま
つ
門
の
暮
そ
ゆ
た
け
き
」 

  

寛
政
十
二
年
庚
申 

春
の
は
し
め
に 

去
年
見
て
し
空
も
夜
の
ま
に
あ
ら
玉
の
光
り
和
ら
く
春
は
き
に
け
り 

け
さ
は
は
や
霞
の
衣
た
ち
そ
め
て
」
春
き
に
け
ら
し
四
方
の
長
閑
さ 



ふ
る
年
の
一
よ
は
明
て
鳥
か
な
く
あ
つ
ま
の
春
の
光
り
ゆ
た
け
き 

年
賀 

松
平
右
京
大
夫
殿 

契
置
て
花
さ
く
松
に
相
お
ひ
の
い
く
十
か
へ
り
の
齢
か
そ
へ
む
」 

 
 

人
の
年
賀
に 

け
ふ
よ
り
は
言
は
の
春
も
十
か
へ
り
の
松
の
よ
は
ひ
を
ち
き
り
重
ね
よ 

契
れ
猶
よ
ろ
つ
世
か
け
て
深
み
と
り
ふ
り
せ
ぬ
松
に
尽
ぬ
よ
は
ひ
を 

 
 

道
柱
法
師
よ
り
梅
の
鉢
植
を
」
お
く
り
ぬ
る
に 

浅
か
ら
ぬ
心
の
花
の
色
見
え
て
猶
咲
そ
は
む
梅
の
一
も
と 

 
 

寄
霞
述
懐 

は
る
〳
〵
と
霞
る
空
に
立
き
え
し
む
か
し
の
人
を
し
の
ふ
こ
ろ
か
な
」 

ほ
と
ゝ
き
す 

此
ゆ
ふ
へ
ま
つ
か
ひ
有
て
ほ
と
ゝ
き
す
は
つ
こ
ゑ
も
ら
す
雲
の
遠
か
た 

七
夕 

妹
と
せ
の
契
も
ふ
か
き
あ
ま
の
河
末
の
あ
ふ
瀬
の
秋
も
い
く
あ
き
」 

天
の
川
い
く
秋
か
け
て
た
な
は
た
の
ち
き
り
か
さ
ね
ん
か
さ
ゝ
き
の
橋 

秋
こ
よ
ひ
天
の
羽
衣
ま
れ
に
き
て
う
ら
な
く
ち
き
る
星
合
の
空 

一
と
せ
の
ま
く
ら
の
ち
り
や
払
ふ
ら
ん
こ
よ
ひ
あ
ふ
よ
の
天
の
川
か
せ
」 

野
辺
も
け
ふ
星
の
逢
夜
の
秋
に
あ
ひ
て
花
の
ひ
も
と
く
千
く
さ
も
ゝ
く
さ 

庭
萩 

星
露
の
ひ
か
り
を
添
て
庭
の
面
に
咲
み
た
れ
た
る
萩
の
い
く
も
と 

咲
添
し
花
す
り
衣
き
つ
ゝ
み
る
」
色
そ
め
か
れ
ぬ
秋
は
ぎ
の
は
な 

月 

い
く
秋
も
こ
ゝ
ろ
の
友
と
す
む
や
と
は
月
に
あ
く
へ
き
所
な
り
け
り 

君
か
代
の
千
秋
に
す
め
る
高
き
屋
は
民
の
か
ま
と
も
月
に
こ
そ
み
め
」 

か
き
り
な
き
光
を
添
て
む
さ
し
野
に
名
も
高
と
の
ゝ
秋
の
よ
の
月 

 
 

初
雁 

雁
か
ね
の
ゆ
く
ゑ
は
そ
れ
と
し
ら
雲
に
声
の
み
も
る
ゝ
遠
か
た
の
空 

 
 

庭
菊
」 

ち
よ
経
へ
き
た
め
し
を
こ
ゝ
に
み
き
り
な
る
さ
か
り
の
き
く
の
花
そ
め
か
れ
ぬ 

色
も
か
も
八
ち
よ
か
さ
ね
て
咲
出
る
庭
の
し
ら
菊
あ
え
も
の
に
せ
ん 

 
 

上
や
し
き
に
て 

咲
添
る
菊
に
千
と
せ
の
か
け
し
め
て
」
さ
か
ゆ
く
や
と
の
庭
の
む
ら
菊 

 
 

池
田
浪
江
か
願
に
ま
か
せ
て 

咲
出
て
ふ
り
行
秋
に
う
つ
ろ
は
ぬ
花
を
み
き
り
の
菊
の
い
く
も
と 

 
 

十
三
夜 

も
中
よ
り
後
の
日
か
す
も
か
さ
ね
き
て
」
衣
手
さ
む
し
長
月
の
か
け 

隈
も
な
く
向
ふ
名
残
に
玉
く
し
け
ふ
た
夜
の
月
の
影
を
し
そ
思
ふ 

長
月
の
な
か
き
夜
と
し
も
思
は
れ
て
あ
か
ぬ
心
を
し
た
ふ
影
ゆ
ゑ 

 
 

暮
秋
懐
旧
」 

ひ
と
ゝ
せ
に
く
れ
ゆ
く
秋
の
め
く
り
来
て
む
か
し
を
し
の
ふ
袖
の
露
け
さ 

去
年
の
秋
を
思
ひ
出
れ
は
衣
手
に
夕
の
露
や
置
添
る
ら
む 

も
み
ち
葉
の
過
こ
し
秋
の
名
残
を
や
し
の
ふ
た
も
と
の
露
け
か
る
ら
ん
」 

暮
て
ゆ
く
秋
に
む
か
し
の
お
も
か
け
を
ぬ
る
ゝ
た
も
と
の
露
に
問
ま
し 

物
お
も
ふ
袖
に
露
こ
そ
お
き
そ
は
れ
去
年
の
夕
へ
の
秋
を
こ
ひ
て
は 

暁
初
雪
を
見
て 

し
ら
む
よ
の
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
庭
の
面
に
」
折
め
つ
ら
し
く
降
る
し
ら
ゆ
き 

時
雨
に
は
そ
め
し
梢
の
色
か
へ
て
白
た
へ
寒
き
庭
の
は
つ
雪 

 
 

五
十
年
賀 

竹
内
長
林 

か
そ
へ
来
し
よ
は
ひ
に
猶
や
声
そ
へ
て
八
千
代
か
さ
ね
ん
鶴
の
毛
衣
」 

七
十
年
賀 

う
ら
瀬 

末
遠
き
契
り
を
こ
め
て
つ
く
つ
ゑ
に
千
と
せ
の
坂
も
猶
こ
え
ぬ
へ
し 

 
 

年
内
立
春 

と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
ま
の
あ
た
り
咲
そ
ふ
梅
の
花
の
色
香
に
」 

と
し
の
く
れ 



並
て
世
の
た
か
き
い
や
し
き
隔
な
く
は
る
ま
つ
年
の
暮
そ
賑
ふ 

  

享
和
元
年
辛
酉
」 

六
十
年
賀 

河
原
舎
人 

千
よ
経
へ
き
た
め
し
を
松
に
契
置
て
よ
は
ひ
か
さ
ぬ
る
春
も
い
く
は
る 

契
お
き
て
猶
い
く
は
る
も
み
と
り
な
る
松
を
ち
と
せ
の
友
と
み
る
ら
ん 

人
の
六
十
年
の
賀
に
」 

末
遠
き
松
に
契
て
老
ら
く
の
猶
い
く
千
世
も
よ
は
ひ
か
さ
ね
ん 

深
み
と
り
若
枝
も
こ
と
に
さ
し
添
て
栄
え
尽
せ
ぬ
千
よ
の
松
か
え 

 
 

七
夕 

ゆ
き
合
の
は
ま
の
真
砂
の
数
〳
〵
に
」
ち
き
り
お
く
ら
ん
星
の
か
ね
言 

稀
に
あ
ふ
秋
の
こ
よ
ひ
や
た
な
は
た
の
雲
の
こ
ろ
も
て
か
さ
ね
き
ぬ
ら
ん 

一
と
せ
に
ひ
と
夜
な
か
ら
も
織
女
の
千
秋
か
は
ら
ぬ
契
な
り
け
り 

 
 

松
契
立
春 

飛
鳥
井
殿
出
題
／
松
平
遠
江
守
殿
耳
順
賀
」 

 

千
世
経
へ
き
齢
を
松
に
ち
き
り
置
て
猶
み
と
り
そ
ふ
春
や
か
さ
ね
ん 

齢
を
は
松
の
千
歳
に
ち
き
り
置
て
猶
い
く
は
る
の
栄
え
み
す
ら
ん 

幾
春
も
葉
か
へ
ぬ
松
の
色
に
し
も
ち
き
り
尽
せ
ぬ
齢
な
ら
ま
し
」 

十
三
夜 

名
に
め
て
ゝ
て
り
増
ら
な
ん
長
月
の
か
た
ふ
く
影
を
ゝ
し
む
物
か
ら 

も
み
ち
葉
も
猶
て
り
添
て
一
し
ほ
の
か
け
も
さ
や
け
き
長
つ
き
の
空
」 

  

享
和
二
年
壬
戌 

む
月
は
し
め
雪
の
降
け
る
に 

さ
り
け
な
き
き
の
ふ
の
空
の
よ
の
ま
に
も
降
か
は
り
た
る
春
の
し
ら
雪 

梢
に
は
ま
た
き
に
花
の
さ
く
か
と
も
」
あ
や
ま
た
れ
ぬ
る
春
の
あ
は
雪 

春
ま
た
き
寒
さ
や
空
に
の
こ
る
ら
ん
う
す
〳
〵
ふ
れ
る
け
ふ
の
し
ら
ゆ
き 

七
夕 

契
置
て
稀
の
逢
瀬
に
今
宵
し
も
立
な
へ
た
て
そ
天
の
川
霧
」 

織
女
の
あ
ま
の
羽
衣
ま
れ
に
き
て
猶
い
く
秋
の
ち
き
り
か
さ
ね
む 

契
お
く
お
も
ひ
も
深
き
天
の
川
た
え
ぬ
あ
ふ
瀬
の
末
や
い
く
秋 

一
年
に
ひ
と
夜
を
ち
よ
と
た
な
は
た
の
ち
き
り
重
ぬ
る
中
の
手
ま
く
ら
」 

秋
こ
と
に
星
の
ち
き
り
や
う
ら
な
く
も
雲
の
こ
ろ
も
手
重
ね
き
ぬ
ら
ん 

渕
瀬
と
は
か
は
ら
て
星
の
い
く
秋
か
契
尽
せ
ぬ
あ
ま
の
か
は
み
つ 

い
つ
し
か
と
待
し
今
宵
に
巡
り
き
て
袖
の
な
み
た
を
ほ
し
合
の
空
」 

十
五
夜 

も
ろ
人
の
わ
き
て
そ
め
つ
る
秋
の
よ
の
空
に
名
た
か
き
月
の
ひ
か
り
を 

四
方
に
猶
も
中
の
月
の
て
り
添
て
光
隈
な
き
秋
の
よ
の
そ
ら 

け
ふ
と
い
へ
は
待
来
し
秋
の
中
空
に
」
あ
ふ
く
も
高
き
望
月
の
影 

菊
十
首 

千
年
と
も
猶
か
き
ら
し
な
秋
こ
と
に
咲
そ
ふ
菊
の
花
の
栄
え
は 

山
路
よ
り
根
こ
し
て
爰
に
さ
く
き
く
の
ち
と
せ
や
花
の
色
に
見
ゆ
ら
む
」 

咲
花
に
ひ
か
り
を
添
て
白
つ
ゆ
の
玉
も
て
か
さ
る
菊
の
い
く
む
ら 

う
ち
つ
け
に
南
の
山
も
う
つ
る
か
と
ふ
り
せ
ぬ
菊
の
花
の
夕
は
え 

け
ふ
と
い
へ
は
色
を
尽
し
て
咲
出
る
ま
か
き
の
菊
の
花
そ
め
か
れ
ぬ
」 

色
に
め
て
香
に
あ
く
か
れ
て
く
ら
す
哉
ま
か
き
の
き
く
の
花
の
盛
を 

契
置
て
猶
こ
そ
め
つ
れ
ま
せ
の
内
に
咲
ゐ
ら
ふ
き
く
の
秋
の
栄
え
を 

露
し
も
と
お
き
か
ふ
れ
と
も
色
深
き
山
路
の
菊
の
花
は
ふ
り
せ
す
」 

絵
か
く
と
も
え
こ
そ
及
は
ね
笆
の
内
に
し
ろ
き
を
後
の
菊
の
さ
か
り
は 

咲
し
よ
り
猶
い
く
ち
よ
も
し
め
ゆ
ふ
て
か
こ
ふ
ま
か
き
の
き
く
の
花
園 

 
 

万
徳
寺
に
て 

咲
初
て
日
数
も
い
く
か
ふ
る
て
ら
に
」
ふ
り
せ
て
匂
ふ
菊
の
花
そ
の 

衣
手
の
露
の
め
く
み
を
か
さ
ね
き
て
咲
そ
ふ
き
く
の
花
そ
ふ
り
せ
ぬ 

か
た
は
ら
の
者
と
も
の
生
し
た
て
に
し
を
み
て 

さ
か
つ
き
を
け
ふ
も
う
か
め
て
汲
や
〳
〵
」
な
か
れ
の
末
の
き
く
の
下
水 



 
 

十
三
夜 

も
中
よ
り
後
の
日
数
を
か
さ
ね
き
て
衣
手
さ
む
し
長
月
の
か
け 

隈
も
な
く
向
ふ
物
か
ら
玉
く
し
け
ふ
た
よ
の
月
の
影
を
し
そ
思
ふ
」 

長
月
の
な
か
き
夜
と
て
も
思
は
れ
す
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
に
む
か
ふ
さ
や
け
さ 

  

享
和
三
年
癸
亥 

七
夕
」 

い
く
秋
も
真
砂
の
数
に
契
お
き
て
よ
む
と
も
尽
し
星
合
の
は
ま 

良
夜
雨
ふ
る 

秋
も
中
待
れ
し
月
は
名
の
み
に
て
光
へ
た
つ
る
雨
雲
そ
う
き 

雨
雲
の
隔
し
空
そ
し
の
は
る
ゝ
」
名
に
お
ふ
月
の
秋
の
ひ
か
り
を 

や
ゝ
晴
た
り 

さ
し
出
る
光
は
い
つ
に
か
は
ら
し
を
め
つ
ら
に
む
か
ふ
望
月
の
か
け 

待
付
て
う
き
雲
は
れ
し
秋
の
よ
の
も
中
の
月
の
影
そ
こ
と
な
る
」 

 
 
 

庭
菊 

契
置
て
老
せ
ぬ
秋
の
花
や
み
ん
山
路
の
き
く
の
千
世
の
た
め
し
を 

十
三
夜 

長
月
の
名
に
は
か
よ
は
て
秋
の
よ
の
を
し
む
に
あ
か
ぬ
影
の
さ
や
け
さ
」 

最
中
に
も
お
と
り
や
は
す
る
秋
の
よ
の
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
月
の
か
つ
ら
は 

残
菊 

冬
か
け
て
霜
は
お
け
と
も
咲
は
な
の
色
こ
そ
ま
さ
れ
千
よ
の
し
ら
き
く 

此
や
と
に
千
と
せ
を
し
め
て
冬
も
猶
」
さ
か
り
ふ
り
せ
ぬ
花
の
む
ら
き
く 

 
 

園
の
菊
に
人
〳
〵
歌
よ
み
て
付
ぬ
れ
は 

冬
な
か
ら
籬
の
き
く
の
数
〳
〵
も
」
言
葉
の
露
に
匂
ひ
を
そ
ゝ
ふ 

も
ろ
人
の
言
葉
の
露
に
色
浅
き
」
ま
か
き
の
菊
の
冬
も
匂
へ
る 

 
 

神
無
月
廿
日
は
か
り
海
晏
寺
に
て 

磯
寺
の
も
み
ち
色
こ
き
夕
か
け
に
く
れ
な
ゐ
そ
ゝ
く
袖
の
浦
浪 

秋
過
て
冬
の
日
か
す
も
ふ
る
て
ら
の
」
庭
に
色
こ
き
木
々
の
も
み
ち
葉 

朝
夕
の
し
く
れ
に
染
て
薄
く
こ
く
色
を
あ
ら
そ
ふ
寺
の
も
み
ち
葉 

  

文
化
元
年
甲
子
」 

 
 

春
の
あ
し
た
よ
め
る 

め
な
れ
て
し
日
影
も
さ
す
か
た
ち
返
る
春
の
し
る
し
の
光
を
そ
ゝ
ふ 

空
も
は
や
霞
の
こ
ろ
も
た
ち
初
て
四
方
う
ら
ゝ
か
に
春
は
き
に
け
り 

 
 

松
契
千
年 

智
貞
院
年
賀
」 

い
く
千
歳
み
と
り
を
添
る
松
か
え
に
猶
こ
そ
ち
き
れ
尽
ぬ
よ
は
ひ
を 

お
な
し
題 

平
岡
瀬
兵
衛 

千
年
と
も
猶
か
き
ら
し
な
み
と
り
そ
ふ
と
き
は
の
松
に
齢
ち
き
り
て 

緑
そ
ふ
陰
に
よ
は
ひ
を
契
お
き
て
」
ま
つ
も
ろ
と
も
に
栄
え
ゆ
か
ま
し 

庭
松
久
友 

森
山
源
五
郎 

齢
猶
と
も
に
か
さ
ね
て
千
世
経
へ
き
色
を
み
き
り
の
松
の
一
も
と 

 
 

松
延
齢
友 

大
久
保
出
羽
守
殿
頼
五
十
年
賀 

い
ろ
か
へ
ぬ
友
と
ち
き
り
は
い
く
春
も
」
み
と
り
か
さ
ね
む
松
の
こ
と
の
は 

春
こ
と
に
い
ろ
こ
そ
ま
さ
れ
常
は
な
る
松
を
ち
と
せ
の
友
と
ち
き
り
て 

常
は
な
る
松
こ
そ
ち
よ
の
友
な
ら
め
ふ
り
せ
ぬ
君
か
や
と
に
栄
え
て 

 
 

御
殿
山
」 

春
こ
と
に
き
つ
ゝ
そ
め
つ
る
此
や
ま
の
さ
か
り
数
そ
ふ
花
の
い
く
も
と 

は
る
も
や
ゝ
磯
山
桜
咲
か
ら
に
波
の
う
ね
〳
〵
影
そ
匂
へ
る 

飛
鳥
山 

分
き
つ
ゝ
あ
か
す
こ
そ
み
れ
真
盛
の
」
け
ふ
か
あ
す
か
の
山
の
桜
を 

鶯 
森
山
源
五
郎
母
義
三
十
三
回
／
遐
遠 

め
く
り
来
し
み
そ
ち
み
と
せ
の
な
き
跡
を
な
れ
も
と
ひ
来
て
鶯
そ
な
く 

梅 

お
な
し
く
定
子
に
か
は
り
て 

う
ゑ
置
し
人
は
む
か
し
に
年
経
て
も
」
か
は
ら
ぬ
色
に
匂
ふ
梅
か
ゝ 



橘 

紀
州
家
臣
百
回
遐
遠 

植
し
そ
の
人
の
か
た
み
と
見
れ
は
猶
し
の
ふ
に
あ
ま
る
軒
の
た
ち
花 

七
夕 

幾
秋
も
契
は
た
え
し
ほ
し
あ
ひ
の
」
さ
ゝ
の
ひ
と
よ
の
枕
な
れ
と
も 

ま
た
れ
つ
る
秋
は
き
に
け
り
織
女
の
ち
き
り
か
さ
ね
ん
天
の
羽
衣 

秋
ひ
と
夜
天
の
羽
こ
ろ
も
ま
れ
に
き
て
う
ら
な
く
ち
き
る
星
合
の
そ
ら 

 
 

秋
月 

西
田
金
治
郎
頼
」 

か
き
り
な
き
ひ
か
り
を
添
て
む
さ
し
野
に
名
も
高
と
の
ゝ
秋
の
よ
の
月 

良
夜 

秋
も
中
折
に
ふ
り
つ
ゝ
雨
く
も
の
と
た
へ
る
も
う
し
望
月
の
空 

隔
つ
れ
は
猶
し
の
は
れ
つ
雨
雲
の
」
か
ゝ
る
も
中
の
月
の
ひ
か
り
を 

空
晴
て
あ
か
す
こ
そ
み
れ
名
に
し
お
ふ
秋
も
ゝ
中
の
月
の
ひ
か
り
を 

見
し
ま
ゝ
の
い
つ
に
か
は
ら
ぬ
空
な
か
ら
わ
き
て
最
中
の
月
そ
さ
や
け
き 

空
晴
て
さ
や
け
き
影
を
み
な
人
の
」
仰
も
高
き
も
ち
月
の
空 

 
 

竹
内
長
林
か
は
し
め
て
菊
を
作
れ
る
を
み
て 

こ
と
し
よ
り
竹
の
ま
か
き
の
よ
ゝ
か
け
て
栄
ゆ
く
や
と
の
き
く
の
い
く
も
と 

松
な
ら
て
一
よ
の
ほ
と
に
咲
揃
ふ
」
千
も
と
の
菊
の
や
と
そ
賑
ふ 

菊 

千
世
こ
め
て
か
こ
ふ
籬
の
き
く
の
花
猶
い
く
秋
の
さ
か
り
を
や
み
む 

契
置
し
秋
に
か
は
ら
て
庭
も
せ
に
ち
よ
も
と
匂
ふ
し
ら
き
く
の
花
」 

 
 

咲
初
て
よ
り
い
ろ
〳
〵
に
か
は
り
ゆ
く
あ
り 

咲
か
は
る
か
き
り
も
あ
ら
て
い
く
千
枝
色
か
ふ
り
せ
ぬ
菊
の
一
も
と 

十
三
夜 

秋
も
や
ゝ
日
か
す
ふ
り
行
雲
の
上
に
」
さ
や
か
に
う
つ
る
長
月
の
か
け 

世
々
に
て
る
光
や
空
に
な
か
月
の
く
も
ら
ぬ
た
め
し
猶
仰
み
ん 

望
の
夜
も
し
の
ふ
計
に
空
は
れ
て
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
月
の
く
ま
な
さ 

あ
ふ
き
み
む
二
夜
の
空
に
消
昇
る
」
月
の
か
つ
ら
の
長
き
た
め
し
を 

め
か
れ
し
な
月
の
か
つ
ら
も
長
月
の
ひ
か
り
を
花
と
ち
ら
す
こ
よ
ひ
は
」 

 
 

    
 
 

（
下
巻
） 

  

文
化
二
年
乙
丑 

 
 

東
叡
山
花
見 

分
き
つ
る
あ
つ
ま
の
日
枝
の
山
桜
た
ゝ
し
ら
雲
の
香
に
そ
匂
へ
る
」 

七
夕 

契
置
て
ま
れ
の
あ
ひ
せ
る
星
こ
よ
ひ
こ
ち
な
へ
た
て
そ
天
の
河
霧 

 
 

お
な
し
く
七
首 

一
と
せ
に
ひ
と
夜
な
か
ら
も
た
な
は
た
の
ち
き
り
尽
せ
ぬ
秋
や
い
く
秋
」 

ち
き
り
お
く
思
ひ
も
深
き
あ
ま
の
川
け
ふ
の
逢
瀬
に
浪
な
立
そ
ね 

み
な
れ
棹
さ
し
て
今
宵
は
た
な
は
た
の
暮
待
わ
た
る
つ
ま
む
か
ひ
ふ
ね 

星
今
宵
契
か
は
ら
て
大
空
の
名
に
こ
そ
み
つ
れ
天
の
川
な
み
」 

か
け
ま
く
も
手
向
る
い
と
の
よ
り
〳
〵
に
む
す
ふ
ち
き
り
の
末
そ
は
る
け
き 

秋
毎
に
ま
く
ら
か
は
し
て
た
な
は
た
の
一
夜
を
千
よ
の
契
な
ら
ま
し 

た
な
は
た
の
さ
ら
の
一
よ
の
玉
床
は
い
く
秋
露
の
契
な
ら
ま
し
」 

 
 

良
夜 

も
ろ
人
の
あ
ふ
た
も
高
き
秋
の
夜
に
光
を
添
る
も
ち
月
の
か
け 

秋
こ
よ
ひ
高
麗
も
ろ
こ
し
も
隔
な
く
も
中
の
月
の
影
や
消
ら
む 

名
に
し
お
ふ
秋
の
最
中
は
一
し
ほ
に
」
ひ
か
り
そ
み
つ
る
月
の
海
つ
ら 

 
 

万
隣
法
師
か
や
と
の
菊
を 

浅
か
ら
ぬ
め
く
み
の
露
に
さ
き
出
て
匂
ひ
こ
と
な
る
菊
の
い
ろ
〳
〵 

見
て
の
み
も
老
せ
ぬ
秋
そ
し
ら
れ
ぬ
る
ふ
り
せ
ぬ
菊
の
花
の
さ
か
り
は
」 

咲
出
て
ち
と
せ
の
末
も
し
ら
き
く
の
匂
ひ
ふ
り
せ
ぬ
花
の
い
く
も
と 



仙
人
の
す
み
か
を
こ
ゝ
に
咲
出
て
千
と
せ
ふ
る
て
ふ
ま
せ
の
白
菊 

し
ら
露
の
玉
も
て
か
さ
る
笆
の
内
に
い
ろ
〳
〵
き
く
の
匂
ひ
を
そ
ゝ
ふ
」 

 
 

後
の
月 

を
し
む
そ
よ
ま
さ
き
の
か
つ
ら
長
き
夜
も
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
月
の
か
つ
ら
を 

も
み
ち
葉
に
猶
ち
り
添
て
一
し
ほ
の
光
さ
や
け
き
長
月
の
影 

名
に
め
て
ゝ
猶
照
ま
さ
れ
長
つ
き
の
」
か
た
ふ
く
影
を
ゝ
し
む
物
か
ら 

 
 

海
晏
寺
に
て 

磯
遠
く
う
ち
寄
る
浪
も
い
く
千
し
ほ
染
て
に
ほ
へ
る
寺
の
も
み
ち
葉 

 
 
 
 
 

 
 
 

此
こ
ろ
の
時
雨
の
ほ
と
そ
し
ら
れ
け
る
磯
山
て
ら
の
も
み
ち
尋
て
」 

夕
日
か
け
山
の
も
み
ち
葉
色
は
え
て
く
れ
な
ゐ
う
つ
る
袖
か
浦
な
み 

世
に
た
く
ひ
あ
ら
し
の
風
に
散
敷
て
錦
と
そ
え
る
寺
の
も
み
ち
葉
」 

  

文
化
三
年
丙
寅 

 
 

梅
や
し
き
に
て 

此
や
と
の
名
に
お
ふ
梅
の
い
ろ
か
を
や
袖
に
う
つ
し
て
家
つ
と
に
せ
ん 

 
 

亀
契
万
年 

井
伊
掃
部
頭
殿
初
老
賀
」 

契
置
て
と
も
に
齢
や
か
さ
ぬ
ら
ん
み
と
り
の
亀
の
い
く
万
代
も 

苔
の
む
す
岩
ね
の
亀
も
よ
ろ
つ
代
の
君
か
た
め
と
や
齢
か
そ
へ
む 

よ
ろ
つ
よ
の
友
と
こ
そ
み
め
さ
ら
れ
し
の
な
れ
る
岩
ね
の
亀
の
よ
は
ひ
を
」 

 
 

梅 

小
簾
の
ひ
ま
も
り
来
る
梅
の
薫
り
こ
そ
猶
い
く
春
を
か
け
て
し
も
み
め 

こ
き
う
す
き
色
を
ま
し
へ
て
咲
出
る
は
な
を
み
き
り
の
梅
の
い
く
も
と 

 
 

松
添
栄
色 

根
岸
肥
前
守
七
十
年
賀
」 

栄
え
つ
ゝ
よ
は
ひ
を
松
の
若
み
と
り
猶
い
く
ち
よ
の
色
や
そ
は
ま
し 

 
 

杜
若 

長
き
日
も
も
り
の
し
め
縄
く
り
返
し
あ
か
す
そ
め
つ
る
花
の
し
ら
ゆ
ふ 

 
 

水
上
花
」 

咲
し
よ
り
山
下
水
に
か
け
見
え
て
匂
ひ
も
ふ
か
き
花
の
い
く
も
と 

 
 

鶴
契
齢 

奥
七
十
年
賀 

末
遠
き
よ
は
ひ
を
こ
ゝ
に
契
お
き
て
よ
は
ひ
か
さ
ね
む
鶴
の
毛
衣 

友
に
猶
よ
は
ひ
ち
き
り
て
い
く
千
と
せ
」
つ
る
の
毛
こ
ろ
も
か
さ
ね
き
な
ま
し 

 
 

菖
蒲 

み
た
れ
散
露
の
玉
江
の
あ
や
め
く
さ
け
ふ
刈
袖
も
香
に
匂
ふ
ら
し 

 
 

旅
宿
暁 

ふ
る
さ
と
の
夢
の
余
波
そ
を
し
ま
る
ゝ
」
暁
お
き
の
旅
の
ま
く
ら
に 

 
 

故
郷
恋 

中
絶
て
い
と
ゝ
思
ひ
も
ふ
か
く
さ
の
里
の
か
よ
ひ
ち
野
と
や
成
な
ん 

 
 

契
恋 

汲
て
し
れ
む
す
ふ
契
の
い
も
せ
川
」
ふ
か
き
お
も
ひ
の
そ
こ
の
心
を 

 
 

絶
久
恋 

か
け
て
思
ふ
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
う
き
中
の
た
え
て
幾
と
し
ふ
る
の
高
橋 

 
 

時
鳥
満
山 

一
こ
ゑ
を
わ
か
面
か
け
と
啼
す
て
ゝ
」
け
ふ
し
も
か
へ
る
山
ほ
と
ゝ
き
す 

 
 

目
黒
へ
詣
る
道
の
ゆ
く
手
に 

こ
ゝ
か
し
こ
色
に
出
つ
ゝ
秋
も
は
や
稲
葉
に
そ
よ
く
風
そ
身
に
し
む 

 
 

十
五
夜 

こ
く
ふ
と
き
光
や
は
あ
る
中
空
に
」
さ
や
け
き
月
の
望
の
今
宵
は 

ち
さ
と
ま
つ
隔
は
あ
ら
し
名
に
し
お
ふ
も
中
の
月
の
し
る
き
光
は 

秋
の
よ
も
を
し
む
に
た
ら
ぬ
物
な
れ
や
名
に
し
お
ふ
里
の
月
の
ひ
か
り
に 

 
 

秋
懐
旧 

 

森
山
源
五
郎
頼
」 

露
し
く
れ
ふ
り
し
昔
を
し
の
ふ
る
は
草
葉
の
露
も
涙
と
を
み
む 

ふ
る
こ
と
を
お
も
ひ
み
た
れ
て
我
袖
も
な
み
た
露
け
き
萩
か
花
さ
と 

う
つ
り
ゆ
く
む
か
し
を
い
ま
に
見
る
月
の
か
け
し
の
は
し
て
袖
そ
ぬ
れ
そ
ふ
」 

 
 

故
郷
露 



い
つ
し
か
と
秋
の
日
影
も
ふ
る
さ
と
の
蓬
か
軒
に
つ
ゆ
そ
お
き
そ
ふ 

 
 

初
秋
風 

さ
や
か
に
は
吹
と
も
わ
か
て
荻
の
葉
に
か
よ
ひ
そ
め
た
る
け
さ
の
秋
か
せ
」 

 
 

秋
夕
晴 

何
ゆ
ゑ
と
こ
ゝ
ろ
に
う
き
は
わ
か
ね
と
も
ま
つ
袖
に
お
く
秋
の
ゆ
ふ
つ
ゆ 

 
 

野
鹿
交
萩 

咲
は
な
の
ゆ
か
り
と
め
き
て
棹
し
か
の
た
ち
さ
ら
す
鳴
野
へ
の
萩
は
ら
」 

 
 

暮
秋
打
衣 

夜
さ
む
そ
ふ
秋
の
日
か
す
も
重
ね
き
て
冬
を
と
な
り
に
衣
う
つ
な
り 

 
 

湖
眺
望 

残
る
日
の
か
け
や
ほ
の
か
に
う
つ
る
ら
ん
鳰
て
る
海
の
浪
の
遠
か
た
」 

 
 

名
所
鶴 

こ
ゝ
に
猶
ゆ
き
か
よ
ひ
つ
ゝ
友
鶴
の
ち
と
せ
を
契
る
松
か
う
ら
島 

 
 

菊 

移
し
植
し
山
路
の
た
ね
の
菊
の
花
猶
い
く
千
よ
の
秋
や
重
ね
ん
」 

千
世
こ
め
て
む
す
ふ
籬
に
色
も
か
も
ふ
り
せ
て
匂
ふ
菊
の
い
く
も
と 

咲
し
よ
り
千
歳
の
末
も
し
ら
菊
は
老
せ
ぬ
や
と
の
た
め
し
と
や
み
ん 

ち
よ
ふ
へ
き
た
め
し
を
今
に
咲
終
て
山
路
の
き
く
の
匂
ひ
ふ
り
せ
す
」 

む
ら
き
く
の
咲
も
か
さ
ね
て
此
や
と
の
ち
と
せ
は
し
る
し
花
の
い
ろ
か
に 

 
 

万
隣
法
師
か
園
に
あ
そ
ひ
て 

深
か
ら
ぬ
心
尽
し
に
い
ろ
そ
こ
き
花
に
ち
と
せ
の
栄
え
見
せ
つ
ゝ 

 
 

海
晏
寺
」 

み
れ
は
猶
聞
し
に
増
て
此
寺
に
染
る
も
み
ち
の
色
の
い
く
し
ほ 

幾
千
し
ほ
染
こ
そ
尽
せ
名
に
高
き
磯
山
て
ら
の
庭
の
も
み
ち
は 

 
 

は
つ
雪 

待
つ
け
て
花
の
み
や
こ
の
花
と
て
そ
」
け
ふ
ふ
る
雪
を
人
の
め
つ
ら
め 

 
 

冬
恋 

恋
く
さ
の
根
は
か
れ
や
ら
て
冬
も
猶
思
ひ
を
た
ね
と
生
し
け
る
ら
し
」 

  

文
化
四
年
丁
卯 

 
 

初
春 

明
初
る
あ
し
た
の
空
を
遠
近
に
ま
つ
か
す
み
て
や
春
の
み
ゆ
ら
ん 

一
し
ほ
の
み
と
り
を
添
て
明
そ
む
る
」
は
る
の
あ
し
た
の
空
の
ゝ
と
け
さ 

立
か
へ
る
年
も
ゆ
た
か
に
あ
ら
玉
の
ひ
か
り
和
ら
く
け
さ
の
初
春 

 
 

梅
や
し
き
に
て 

名
に
し
お
ふ
梅
の
園
生
の
一
木
よ
り
千
も
と
の
花
の
世
に
匂
ふ
ら
し
」 

は
る
〳
〵
と
風
を
し
る
へ
に
わ
け
き
て
そ
名
高
き
梅
の
花
あ
そ
ひ
す
る 

 
 

御
殿
山 

浪
よ
す
る
磯
山
さ
く
ら
い
と
ゝ
な
ほ
匂
ひ
を
添
る
花
の
ち
り
か
た 

磯
さ
く
ら
咲
に
け
ら
し
な
名
に
し
お
ふ
」
袖
か
う
ら
は
の
浪
薫
る
ま
て 

 
 

和
歌
三
神
奉
納 

あ
ふ
き
み
る
を
し
へ
尊
き
こ
と
の
は
の
栄
え
そ
い
の
る
神
の
ま
に
〳
〵 

く
み
て
し
る
神
の
め
く
み
の
末
遠
き
道
は
尽
せ
し
和
歌
の
う
ら
波
」 

 
 

七
夕 

く
み
て
し
れ
世
々
に
秋
せ
ぬ
天
の
河
と
し
に
稀
な
る
深
き
あ
ふ
瀬
を 

 
 

月 

露
む
す
ふ
尾
は
な
に
月
の
か
け
み
ち
て
果
な
く
て
ら
す
む
さ
し
の
ゝ
原
」 

 
 

重
陽 

く
め
や
〳
〵
齢
の
ふ
て
ふ
き
く
の
酒
猶
い
く
ち
よ
の
栄
え
ち
き
り
て 

咲
匂
ふ
花
の
数
〳
〵
め
く
り
つ
ゝ
ち
と
せ
を
契
る
菊
の
盃 

秋
毎
の
き
く
の
下
水
く
み
て
猶
」
千
世
の
よ
は
ひ
も
契
お
か
ま
し 

 
 

目
黒
詣 

露
し
も
の
秋
の
田
面
を
ま
ち
み
れ
は
稲
葉
お
し
な
み
い
ろ
付
に
け
り 

 
 

菊 



い
く
秋
の
契
や
こ
め
て
ま
せ
の
内
に
」
ふ
り
せ
ぬ
菊
の
盛
見
す
ら
ん 

此
や
と
の
ち
と
せ
を
花
の
色
に
出
て
尽
せ
す
匂
ふ
菊
の
い
く
も
と 

 
 

残
き
く 

咲
し
よ
り
日
数
ふ
れ
と
も
霜
に
猶
老
せ
ぬ
や
と
の
菊
の
い
ろ
〳
〵
」 

ま
の
あ
た
り
千
歳
や
そ
れ
と
花
に
み
ん
冬
か
け
て
さ
く
菊
の
い
く
も
と 

 
 

歳
暮 

か
そ
へ
来
し
日
か
す
も
い
つ
か
け
ふ
あ
す
と
く
れ
ゆ
く
年
そ
を
し
ま
れ
に
け
る 

並
て
世
の
お
の
か
さ
ま
〳
〵
こ
と
し
け
く
」
春
ま
つ
と
し
の
暮
そ
に
き
ほ
ふ 

お
の
（
か
）
し
ゝ
と
し
の
わ
た
り
の
い
と
ま
な
み
立
返
り
来
ん
春
の
い
そ
き
に 

  

文
化
五
年
戊
辰
」 

 
 

春
の
は
し
め
に 

さ
し
出
る
日
か
け
く
ま
な
く
明
そ
め
て
春
を
み
と
り
の
空
の
ゝ
と
け
さ 

よ
つ
の
海
浪
路
し
つ
け
く
た
つ
春
を
ゆ
た
け
き
御
代
の
た
め
し
と
や
み
ん 

 
 

七
十
年
の
齢
を
人
〳
〵
ほ
き
給
は
り
て
」
寄
る
詩
に
お
く
り
聞
え
ぬ
る
を
り
に
庭
松

契
久 

柴
山
持
基
卿
出
題 

契
猶
つ
き
ぬ
よ
は
ひ
の
た
め
し
に
は
十
か
へ
る
松
の
花
も
見
え
ま
し 

齢
猶
と
も
に
か
さ
ね
ん
千
代
経
へ
き
色
を
み
き
り
の
松
に
ち
き
り
て
」 

 
 

人
〳
〵
に
万
し
て 

も
ろ
人
の
松
の
こ
と
の
葉
か
き
あ
つ
め
尽
ぬ
よ
は
ひ
の
有
数
に
せ
む 

諸
人
の
ふ
か
き
め
く
み
は
十
返
り
の
花
も
咲
へ
き
ま
つ
の
こ
と
の
葉 

定
信
ぬ
し
よ
り
年
ほ
き
の
品
」
か
す
〳
〵
た
ま
は
り
し
む
く
ひ
に
作
り
松
を
つ
か
は

す
と
て
よ
み
て
枝
に
付
け
る
今
年
定
信
ぬ
し
も
五
十
年
な
り
け
り 

浅
か
ら
ぬ
恵
み
い
ろ
そ
ふ
春
に
又
君
か
ち
と
せ
も
い
は
ふ
一
木
そ
」 

 
 

返
し 

白
川
少
将 

立
な
れ
て
我
も
ち
と
せ
を
契
は
や
君
か
め
く
み
の
ま
つ
の
一
木
に 

 
 

梅
や
し
き
に
て 

春
く
れ
て
風
を
し
る
へ
に
立
そ
よ
る
名
に
お
ふ
梅
の
盛
し
た
ふ
て
」 

春
こ
と
に
め
か
れ
す
む
か
ふ
梅
か
ゝ
を
袖
に
う
つ
し
て
家
つ
と
に
せ
ん 

 
 

和
歌
三
神
奉
納 

こ
と
の
は
の
め
く
み
か
し
こ
き
神
風
に
た
つ
や
弥
生
の
わ
か
の
う
ら
波 

 
 

七
夕
」 

織
女
の
ま
れ
の
あ
ふ
夜
や
う
ら
な
く
も
ち
き
り
か
さ
ね
む
雲
の
衣
手 

 
 

十
五
夜 

名
に
し
お
ふ
光
や
空
に
満
ぬ
ら
ん
秋
も
最
中
の
月
の
か
つ
ら
に 

ま
た
れ
来
し
日
数
も
秋
の
中
空
に
」
あ
か
す
も
む
か
ふ
月
の
く
ま
な
さ 

 
 

菊 

咲
出
て
千
歳
の
末
も
し
ら
き
く
の
匂
ひ
ふ
り
せ
ぬ
花
の
い
く
も
と 

仙
人
の
む
か
し
を
い
ま
に
咲
つ
き
て
千
と
せ
も
経
ら
ん
露
の
む
ら
菊
」 

し
ら
露
の
玉
も
て
か
さ
る
笆
の
う
ち
に
い
ろ
〳
〵
き
く
の
咲
そ
か
さ
ぬ
る 

 
 

九
月
十
三
夜 

影
ふ
た
つ
庭
の
も
み
ち
も
か
つ
散
て
さ
や
か
に
す
め
る
長
月
の
空 

か
そ
へ
き
て
あ
か
す
そ
向
ふ
中
そ
ら
に
」
よ
を
な
が
つ
き
の
影
の
さ
や
け
き 

名
に
高
き
望
の
顔
に
も
を
と
ら
し
な
ふ
た
ゝ
ひ
す
め
る
月
の
ひ
か
り
は 

 
 

初
ゆ
き 

待
れ
つ
る
ほ
と
は
梢
に
色
も
な
く
庭
に
降
し
く
雪
の
は
つ
花
」 

降
そ
め
て
梢
の
風
も
い
と
ふ
な
り
雪
を
花
と
も
め
つ
る
も
の
か
ら 

  

文
化
六
年
己
巳 

明
初
て
日
影
も
し
る
く
け
さ
は
は
や
」
春
を
み
と
り
の
空
の
し
つ
け
さ 

空
も
け
さ
春
し
き
ぬ
る
と
遠
近
に
霞
の
こ
ろ
も
立
そ
め
に
け
り 

あ
ふ
き
み
る
日
影
長
閑
に
明
初
て
う
こ
か
ぬ
御
代
の
春
の
ゆ
た
け
さ 

よ
つ
の
海
静
に
明
て
た
く
ひ
な
み
立
か
へ
り
ぬ
る
春
の
し
つ
け
さ 

け
さ
は
は
や
霞
の
衣
う
ち
そ
へ
て
空
も
み
と
り
の
春
は
き
に
け
り 



薫
雪
と
い
ふ
梅
に
万
し
て
歌
よ
み
て
を
と
森
山
氏
の
与
に
ま
か
せ
て
」 

こ
と
の
は
の
光
を
添
て
さ
く
梅
の
名
も
世
に
か
を
る
雪
の
白
た
へ 

 
 

七
夕 

浅
か
ら
ぬ
ち
き
り
な
か
ら
も
織
女
の
ゆ
き
名
立
ぬ
る
天
の
川
浪 

 
 

八
月
十
五
夜
」 

秋
の
よ
の
最
中
の
月
の
た
く
ひ
な
み
く
ま
な
く
移
る
鳰
の
海
つ
ら 

う
つ
む
か
ふ
心
に
か
ゝ
る
隈
も
な
し
秋
の
も
中
の
月
の
ひ
か
り
に 

影
み
ち
て
秋
の
も
中
の
萩
の
上
に
お
き
ま
と
は
せ
る
月
の
し
ら
露
」 

 
 

菊 

咲
か
ら
に
山
路
の
き
く
の
た
め
し
を
や
う
つ
し
て
こ
ゝ
に
い
く
秋
も
へ
む 

い
く
秋
も
尽
ぬ
た
め
し
を
契
ら
ま
し
み
き
り
の
き
く
の
花
の
色
か
に 

咲
出
し
花
の
籬
の
め
も
あ
や
に
」
露
も
い
ろ
そ
ふ
菊
の
い
く
も
と 

 
 

上
屋
敷
に
て 

い
く
秋
も
花
の
い
ろ
か
よ
ち
き
り
お
か
む
老
せ
ぬ
や
と
の
き
く
の
盛
は 

千
歳
経
む
山
路
の
秋
を
今
爰
に
移
し
植
に
し
菊
の
幾
本
」 

 
 

十
三
夜 

も
ろ
人
の
更
行
く
空
や
を
し
む
ら
ん
夜
も
な
か
月
の
影
に
め
て
ゝ
は 

仰
見
む
ふ
た
ゝ
ひ
て
ら
す
秋
の
よ
の
夜
を
な
が
月
を
御
代
の
た
め
し
に 

名
に
し
お
ふ
最
中
の
後
も
玉
く
し
け
」
ふ
た
ゝ
ひ
照
す
む
さ
し
の
ゝ
月 

長
月
の
つ
き
の
か
つ
ら
の
も
み
ち
し
て
猶
一
し
ほ
に
て
り
ま
さ
る
か
け 

  

文
化
七
年
庚
午
」 

 
 

春
の
は
し
め
に
よ
め
る 

見
し
侭
の
日
影
な
か
ら
も
立
か
へ
り
け
ふ
あ
ら
玉
の
光
り
の
と
け
む 

立
返
る
春
を
み
き
り
の
松
に
し
も
今
一
し
ほ
の
み
と
り
を
そ
ゝ
ふ 

 
 

梅
や
し
き
に
て
」 

春
こ
と
に
群
つ
ゝ
人
の
き
さ
ら
き
や
名
に
お
ふ
梅
の
匂
ひ
め
か
れ
す 

 
 

五
十
年
賀 

十
か
へ
り
の
花
に
契
て
今
年
よ
り
つ
き
せ
ぬ
は
る
を
松
の
こ
と
の
は 

 
 

八
十
年
賀 

堀
田
相
模
守
殿
母
義
」 

此
は
る
を
重
ぬ
る
千
よ
の
は
し
め
に
て
う
ら
ゝ
に
立
る
鶴
の
毛
衣 

 
 

文
月
七
日 

か
す
袖
も
露
の
ち
き
り
に
ほ
し
合
の
あ
く
る
わ
ひ
し
き
き
ぬ
〳
〵
の
空 

あ
さ
か
ら
ぬ
中
の
逢
せ
も
た
な
は
た
の
」
た
ら
ぬ
ち
き
り
の
天
の
川
水 

い
つ
の
秋
む
す
ひ
初
け
ん
棚
は
た
の
ね
か
ひ
の
い
と
の
長
き
ち
き
り
を 

 
 

良
夜 

秋
今
宵
く
ま
な
く
晴
て
月
影
も
み
つ
の
浦
は
そ
忍
は
れ
に
け
る
」 

か
き
り
な
く
さ
や
け
か
り
け
り
む
さ
し
の
ゝ
空
に
み
ち
ぬ
る
月
の
か
つ
ら
は 

 
 

折
ふ
し
雨
ふ
り
出 

お
も
ひ
は
ら
す
か
た
こ
そ
な
け
れ
秋
の
よ
の
も
中
の
月
に
か
ゝ
る
雨
雲 

 
 

菊
」 

朝
な
〳
〵
お
き
そ
ふ
露
に
色
そ
ひ
て
ふ
り
せ
す
匂
ふ
菊
の
い
く
も
と 

い
く
秋
も
栄
え
む
末
も
し
ら
れ
け
る
老
せ
ぬ
き
く
の
花
の
色
か
に 

い
つ
し
か
と
う
つ
ろ
ふ
秋
の
露
し
も
に
ふ
り
せ
て
匂
ふ
し
ら
き
く
の
花
」 

末
遠
き
山
路
を
こ
ゝ
に
み
き
り
な
る
菊
に
ち
と
せ
の
秋
や
ち
き
ら
む 

仙
人
の
住
か
を
こ
ゝ
に
う
つ
し
み
ん
籬
の
き
く
の
花
の
ち
と
せ
に 

 
 

上
の
館
に
て 

籬
の
う
ち
に
千
年
を
し
め
て
咲
き
く
の
」
花
に
ふ
り
せ
ぬ
色
そ
見
え
け
る 

 
 

九
月
十
三
夜 

う
ち
向
ふ
よ
も
長
月
の
空
な
か
ら
を
し
む
に
あ
か
ぬ
影
の
さ
や
け
さ 

名
に
し
を
ふ
も
中
の
秋
に
く
ら
ふ
山
か
ひ
あ
る
よ
は
の
長
月
の
か
け
」 

中
空
の
雲
吹
払
ふ
風
な
ら
て
月
の
名
残
の
見
に
そ
し
み
ぬ
る 

 
 

松
契
千
年 
大
久
保
佐
渡
守
殿
隠
居
／
七
十
年
賀 

末
遠
き
松
の
梢
と
も
ろ
と
も
に
千
よ
の
と
ち
と
や
契
お
く
ら
し
」 



  
文
化
八
年
辛
未 

 
 

松
延
年
友 

南
沢
高
之
丞
母
富
勢
／
六
十
一
年
賀 

春
こ
と
に
み
と
り
色
そ
ふ
十
返
り
の
花
さ
く
世
を
や
と
も
に
ま
つ
ら
む 

 
 

和
歌
三
神
奉
納
」 

む
か
し
い
ま
を
し
へ
を
あ
ふ
く
こ
と
の
葉
の
恵
み
か
し
こ
き
三
は
し
ら
の
神 

 
 

御
殿
山 

帆
の
か
け
の
ほ
の
か
に
見
え
て
芝
の
海
の
沖
に
か
す
〳
〵
う
か
ふ
友
ふ
ね 

 
 

吾
づ
ま
の
日
枝
に
て
」 

色
深
く
わ
け
入
山
の
は
つ
さ
く
ら
道
の
し
り
へ
を
花
に
ま
か
せ
て 

山
さ
く
ら
日
か
け
も
く
も
る
と
は
か
り
に
咲
か
さ
ね
た
る
花
の
し
ら
雲 

し
の
は
つ
の
池
の
鏡
に
う
つ
ろ
ふ
も
散
か
と
を
し
む
山
さ
く
ら
花
」 

 
 

七
日
の
ゆ
ふ
へ 

幾
秋
の
ち
き
り
は
尽
し
棚
は
た
の
さ
ゝ
の
ひ
と
夜
も
よ
ゝ
を
重
ね
て 

め
く
り
来
し
秋
の
こ
よ
ひ
や
た
な
は
た
の
ち
き
り
か
さ
ね
む
雲
の
衣
手 

つ
ま
む
か
ふ
け
ふ
の
今
宵
や
立
琴
の
」
ち
す
ち
の
糸
の
思
ひ
み
た
れ
ん 

虫
す
ら
も
つ
ゝ
れ
さ
せ
よ
と
野
に
鳴
て
星
の
手
向
の
い
と
も
に
き
は
し 

う
ら
な
く
も
契
置
て
し
棚
は
た
の
あ
ま
の
羽
衣
今
宵
重
ね
む 

ゆ
く
末
の
逢
瀬
は
尽
し
天
の
河
」
ふ
か
き
い
も
せ
の
秋
に
契
て 

め
く
り
あ
ふ
星
に
ね
か
ひ
の
い
と
車
く
り
か
へ
し
つ
ゝ
い
さ
や
手
向
ん 

 
 

新
造
や
ゝ
成
て
三
代
子
の
わ
た
ま
し
せ
る
と
て
わ
か
館
を
た
ち
わ
か
る
る
に 

 

よ
み
て
送
る
ふ
み
月
」
朔
日
な
り
け
り 

立
返
る
秋
に
な
ら
ひ
て
星
の
松
か
は
ら
ぬ
色
に
八
千
代
経
な
ゝ
む 

は
し
時
に
藤
の
花
の
秋
と
し
も
な
く
咲
ぬ
る
を
瓶
に
さ
せ
り
け
る
有
常
は
な
る
松

に
ま
つ
ひ
か
ゝ
り
て
」
と
も
に
ち
と
せ
を
も
経
ぬ
へ
き
物
か
ら
何
く
れ
と
思
ひ
よ

せ
侍
り
て
よ
み
て
お
く
る 

た
つ
秋
に
ふ
た
ゝ
ひ
咲
る
藤
の
は
な
か
へ
る
浪
と
も
い
ふ
へ
か
り
け
り 

 
 

良
夜
」 

め
か
れ
し
な
待
え
し
秋
の
中
空
に
名
高
き
月
の
消
る
か
き
り
は 

い
つ
は
あ
れ
と
秋
の
最
中
は
わ
き
て
猶
照
そ
ふ
月
の
影
の
き
よ
ら
さ 

く
も
り
な
き
御
代
の
た
め
し
か
む
さ
し
野
の
秋
の
こ
よ
ひ
の
月
の
か
ゝ
み
は
」 

名
に
し
お
ふ
秋
の
も
中
の
池
水
に
て
る
月
な
み
の
か
け
の
静
さ 

 
 

十
五
夜
雨
ふ
り
来 

雨
雲
に
秋
の
最
中
は
お
ほ
は
れ
て
琴
酒
の
み
の
月
の
お
も
か
け 

名
に
高
き
秋
の
こ
よ
ひ
の
中
空
に
」
雨
雲
は
う
し
望
月
の
か
け 

 
 

幾
久 

い
く
秋
の
盛
を
花
の
い
ろ
に
出
て
ふ
り
せ
す
匂
ふ
庭
の
し
ら
菊 

こ
と
し
よ
り
山
路
の
菊
を
移
し
植
て
花
に
ち
と
せ
の
秋
や
ち
き
ら
ん
」 

や
ま
ひ
と
の
た
め
し
を
こ
ゝ
に
千
年
ふ
る
花
を
み
き
り
の
菊
の
い
く
も
と 

咲
花
に
ひ
か
り
を
添
て
し
ら
露
の
玉
を
か
さ
れ
る
庭
の
む
ら
菊 

さ
き
初
る
籬
の
菊
に
契
お
き
て
猶
い
く
秋
も
人
は
老
せ
し
」 

 
 

寺
菊 

う
つ
し
植
て
秋
も
い
く
秋
ふ
る
て
ら
の
ま
か
き
に
匂
ふ
菊
の
い
ろ
〳
〵 

 
 

残
菊 

冬
懸
て
い
ろ
か
も
深
く
さ
く
き
く
の
ふ
り
せ
ぬ
秋
に
盛
見
す
ら
ん
」 

 
 

歳
暮 

か
く
ま
て
も
老
に
け
ら
し
な
露
霜
に
日
数
も
つ
も
る
と
し
の
暮
か
た 

か
そ
へ
来
て
身
に
つ
む
老
と
知
な
か
ら
又
た
ち
か
へ
る
春
そ
ま
た
る
ゝ 

ほ
と
ち
か
き
春
の
い
そ
き
に
こ
と
し
け
く
」
栄
ゆ
く
や
と
の
暮
そ
賑
ふ 

い
つ
し
か
と
積
る
日
数
そ
を
し
ま
る
ゝ
く
れ
ゆ
く
年
に
関
守
も
な
く 

か
そ
ふ
れ
は
い
つ
し
か
春
を
松
の
葉
に
年
は
い
く
日
も
あ
ら
し
ふ
く
な
り
」 

  

文
化
九
年
壬
申 

 
 

春
の
は
し
め
の
う
た 



よ
つ
の
海
浪
も
し
つ
か
に
あ
け
初
て
ゆ
た
か
に
む
か
ふ
君
か
代
の
春 

 
 

庭
梅
」 

春
さ
む
み
の
こ
れ
る
雪
の
そ
れ
な
ら
て
白
た
へ
匂
ふ
梅
の
ひ
と
も
と 

玉
た
れ
の
小
簾
も
ま
ち
か
く
咲
は
な
の
い
く
春
か
け
て
匂
ふ
梅
か
な 

 
 

春
の
は
し
め
雪
の
降
け
る
に 

春
立
し
日
数
と
ゝ
も
に
ふ
り
つ
み
て
」
白
た
へ
さ
む
き
庭
の
あ
は
雪 

春
な
か
ら
ま
た
見
ぬ
花
の
面
か
け
を
は
ら
ふ
も
を
し
き
木
々
の
あ
は
雪 

葉
か
へ
せ
ぬ
枝
に
か
ゝ
れ
る
し
ら
雪
は
十
返
る
松
の
花
と
こ
そ
み
れ 

 
 

御
殿
山
に
あ
そ
ひ
て
」 

春
ふ
か
く
咲
か
さ
ね
た
る
山
さ
く
ら
袖
か
う
ら
風
吹
な
さ
そ
ひ
そ 

 
 

来
福
寺
に
て 

山
桜
さ
き
こ
そ
み
つ
れ
も
ろ
人
の
顔
さ
へ
に
け
る
花
の
し
た
か
け 

 
 

新
日
く
ら
し
に
あ
そ
ひ
て
」 

庭
の
面
の
さ
く
ら
の
も
と
を
仮
初
の
や
と
に
し
め
つ
ゝ
花
衣
き
ん 

 
 

六
十
年
賀 

恩
田
木
工
妻 

齢
猶
な
ら
ひ
か
岡
の
ま
つ
か
枝
は
千
世
に
は
千
代
の
春
や
重
む 

 
 

卯
月
は
し
め
に
」 

待
つ
け
て
卯
月
の
空
に
一
こ
ゑ
を
聞
も
め
つ
ら
し
山
寉
公
鳥 

 
 

七
月
七
日 

契
お
き
て
千
と
せ
の
秋
も
棚
は
た
の
い
も
せ
か
は
ら
ぬ
天
の
中
川 

幾
秋
の
深
き
思
ひ
に
こ
か
れ
き
て
」
こ
よ
ひ
あ
ふ
ら
ん
あ
ま
の
川
船 

秋
今
宵
ね
か
ひ
の
い
と
の
一
筋
に
棚
は
た
つ
め
や
待
わ
ふ
る
ら
ん 

つ
ら
き
名
の
千
よ
に
な
か
れ
て
秋
毎
に
ち
き
り
た
え
せ
ぬ
天
の
川
水 

 
 

遠
藤
但
馬
守
と
の
祖
千
葉
介
」
常
胤
の
後
中
勢
徳
胤
行
建
久
の
軍
功
に
よ
り
て
美
濃

国
郡
上
に
住
し
中
の
院
大
納
言
為
家
卿
の
女
を
む
か
へ
て
歌
人
の
よ
し
今
年
五
百

年
の
遠
忌
に
芝
山
前
中
納
言
持
基
卿
出
題
に
て
思
往
事
て
ふ
」
事
を
人
〳
〵
に
与

詠
せ
取
重
ね
給
ふ
に
よ
み
て
つ
か
は
す 

五
百
年
の
む
か
し
を
峯
の
紅
葉
し
て
こ
と
の
は
こ
と
に
し
の
ふ
秋
山 

柳
沢
信
濃
守
と
の
日
野
家
よ
り
此
度
伝
授
事
有
し
よ
し
に
て
」
寄
道
祝
て
ふ
題
を 

敷
し
ま
の
を
し
へ
か
し
こ
く
伝
へ
き
て
猶
末
遠
き
よ
道
そ
つ
き
せ
ぬ 

末
広
き
を
し
へ
を
四
方
に
敷
し
ま
の
道
の
さ
か
え
を
尚
や
仰
か
ん 

た
え
す
猶
世
々
を
重
ね
て
す
な
ほ
な
る
」
を
し
へ
に
し
け
る
こ
と
の
は
の
み
ち 

 
 

寄
亀
祝 

石
川
将
監
忠
房
母
義
／
七
十
年
賀 

契
置
て
猶
尽
せ
し
な
よ
ろ
つ
代
も
す
む
て
ふ
池
の
亀
の
よ
は
ひ
に 

け
ふ
よ
り
や
老
の
齢
に
ち
き
ら
な
ん
亀
の
尾
山
の
い
く
万
代
も
」 

 
 

良
夜 

わ
き
て
猶
秋
の
最
中
の
名
に
高
き
三
笠
の
山
に
照
る
月
か
け 

置
露
も
秋
の
も
中
の
名
に
し
お
ふ
ひ
か
り
は
て
な
き
む
さ
し
の
ゝ
原 

年
こ
と
に
盃
取
て
秋
最
中
」
か
は
ら
ぬ
月
の
影
を
こ
そ
く
め 

 
 

菊 

秋
毎
に
千
と
せ
を
こ
め
て
庭
の
面
に
咲
そ
ふ
き
く
の
花
そ
色
こ
き 

 
 

九
月
十
三
夜 

遠
近
の
野
は
う
ら
枯
て
隈
も
な
く
」
ふ
た
よ
の
月
野
か
け
そ
静
け
き 

長
月
の
な
か
き
よ
る
す
か
ら
お
き
ゐ
て
も
さ
や
け
き
影
に
を
し
ま
れ
に
け
る 

十
日
あ
ま
り
三
よ
や
と
計
空
晴
て
秋
の
名
こ
り
の
月
そ
さ
や
け
き 

長
月
の
つ
き
の
か
つ
ら
の
も
み
ち
せ
る
」
ひ
か
り
や
今
宵
花
と
こ
そ
ち
れ 

望
の
よ
に
お
と
り
や
は
す
る
影
た
か
き
く
ら
ふ
の
山
の
月
の
な
こ
り
は 

塵
も
す
は
ん
は
か
り
さ
や
け
し
玉
く
し
け
ふ
た
た
ひ
て
ら
す
月
の
光
り
は 

な
と
て
か
く
な
か
き
夜
す
か
ら
長
月
の
」
を
し
む
か
ひ
な
く
山
に
入
ら
ん 

 
 

残
れ
る
菊
を 

冬
か
け
て
ふ
り
せ
ぬ
色
の
い
ち
し
る
く
咲
て
匂
へ
る
む
ら
き
く
の
花
」 

  

文
化
十
年
癸
酉 

 
 

春
の
は
し
め
に 



く
も
り
な
き
御
代
の
た
め
し
の
い
ち
し
る
く
は
る
た
つ
け
さ
の
空
の
長
閑
さ 

年
毎
に
い
く
代
か
は
ら
ぬ
松
た
て
ゝ
」
み
と
り
の
春
を
む
か
ふ
た
の
し
さ 

さ
か
つ
き
に
け
さ
は
霞
を
く
み
初
て
む
か
ふ
い
く
世
の
春
や
か
さ
ね
む 

 
 

黒
田
円
諦
院
と
の
七
十
年
の
賀
に
洲
浜
に
浦
島
の
子
の
釣
す
る
か
た
を
す
ゑ 

 

て
添
け
る
う
た
」 

龍
の
宮
に
ち
世
を
経
に
し
古
へ
の
た
め
し
や
末
の
齢
な
ら
ま
し 

 
 

藤 

十
返
り
の
松
も
ろ
と
も
に
咲
は
な
の
い
く
春
か
け
て
匂
ふ
ふ
ち
な
み 

 
 

つ
ゝ
し
」 

咲
出
て
そ
れ
と
み
き
り
の
岩
つ
ゝ
し
い
は
て
も
花
の
色
に
こ
か
る
ゝ 

 
 

時
鳥 

一
こ
ゑ
は
そ
こ
と
も
わ
か
す
此
朝
け
た
ゝ
よ
ふ
雲
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す 

 
 

更
衣
」 

を
し
ま
れ
し
花
そ
め
衣
ぬ
き
か
へ
て
う
す
き
た
も
と
に
夏
は
き
に
け
り 

 
 

あ
や
め 

い
に
し
へ
の
た
め
し
か
れ
せ
て
あ
や
め
く
さ
長
き
根
さ
し
を
契
る
こ
と
の
は 

 
 

七
夕
」 

文
月
を
く
り
返
し
つ
ゝ
秋
こ
と
に
一
夜
を
ほ
し
の
待
や
わ
ふ
ら
ん 

逢
こ
と
は
一
よ
な
か
ら
も
織
女
の
幾
秋
わ
た
る
天
の
河
ふ
ね 

 
 

朝
顔 

時
の
ま
の
は
な
に
心
を
お
く
露
の
」
む
す
ひ
も
あ
へ
ぬ
垣
の
朝
か
ほ 

 
 

十
五
夜 

年
毎
に
か
は
ら
ぬ
秋
の
こ
よ
ひ
し
も
め
つ
ら
に
む
か
ふ
望
月
の
か
け 

め
か
れ
し
な
た
く
ひ
も
さ
ら
に
中
空
の
さ
や
け
く
向
ふ
月
の
ひ
か
り
は
」 

名
に
高
き
秋
も
ゝ
中
の
中
そ
ら
に
夜
わ
た
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ 

 
 

菊 

露
し
け
き
秋
も
い
く
秋
咲
つ
き
て
と
こ
し
な
へ
な
る
む
ら
菊
の
花 

仙
人
の
老
せ
ぬ
秋
の
あ
と
ゝ
め
て
」
盛
ひ
さ
し
き
菊
の
花
園 

 
 

十
三
夜 

長
き
夜
も
猶
こ
そ
を
し
め
か
く
て
又
ふ
た
ゝ
て
ら
す
月
の
か
つ
ら
は 

仰
み
ん
最
中
の
後
も
あ
き
ら
け
き
よ
ゝ
に
て
り
そ
ふ
月
の
み
や
こ
を
」 

名
に
し
お
ふ
月
の
か
つ
ら
も
な
か
月
の
い
く
秋
か
け
て
も
み
ち
す
る
ら
ん 

 
 

七
十
年
賀 

 

千
世
も
た
る
松
竹
の
み
か
年
の
う
ち
に
ひ
ら
く
る
梅
も
た
く
ひ
と
は
見
よ 

 
 

と
し
の
は
て
に
」 

つ
も
り
来
し
年
の
日
数
も
呉
竹
の
ひ
と
夜
そ
は
る
の
隔
な
り
け
る 

ほ
と
ち
か
き
春
の
ま
う
け
の
神
わ
さ
も
か
は
ら
ぬ
と
し
の
暮
そ
賑
ふ
」 

 
 

 

文
化
十
一
年
甲
戌 

 
 

は
る
の
は
し
め 

立
返
る
春
の
ひ
か
り
も
た
く
ひ
な
み
ゆ
た
か
に
む
か
ふ
四
方
の
海
つ
ら 

十
返
り
の
花
さ
く
春
と
い
ひ
て
ま
し
」
あ
け
ゆ
く
や
と
の
松
の
し
ら
雪 

 
 

七
十
年
鵞 

伊
東
伝
吾
母 

十
か
へ
り
の
花
に
契
て
今
年
よ
り
さ
か
ゆ
く
末
を
ま
つ
の
こ
と
の
は 

 
 

関
鶯 

鶯
も
の
と
け
き
春
に
あ
ふ
さ
か
の
」
関
の
杉
む
ら
木
か
く
れ
て
啼 

 
 

里
杜
鵑 

声
た
え
ぬ
皐
月
の
雨
の
ほ
と
ゝ
き
す
し
の
ふ
の
里
は
名
の
み
計
に 

 
 

た
な
は
た 

ま
ち
わ
た
る
け
ふ
の
今
宵
は
う
き
雲
も
」
身
の
た
く
ひ
な
り
天
の
河
は
ら
に 

星
こ
よ
ひ
ね
か
ひ
の
い
と
の
一
筋
に
か
け
て
そ
仰
く
中
の
契
を 

た
な
は
た
の
年
の
逢
瀬
は
秋
せ
ぬ
を
立
も
へ
た
つ
る
天
の
川
ふ
ね 

 
 

旅
宿
月 
井
上
河
内
守
殿
頼
」 

ゆ
き
暮
て
や
と
か
り
そ
め
の
旅
ま
く
ら
月
の
名
残
そ
を
し
ま
れ
に
け
る 



 
 

菊 
し
ら
露
の
お
き
ま
と
は
せ
る
色
〳
〵
に
咲
る
ま
か
き
の
菊
の
い
く
も
と 

八
重
ひ
と
へ
色
を
ま
し
へ
て
咲
菊
は
」
に
し
き
織
か
く
ゆ
ふ
へ
と
や
み
ん 

い
く
秋
も
老
せ
ぬ
花
と
き
く
か
ら
に
ち
と
せ
の
友
と
契
て
や
み
ん 

此
ほ
と
は
朝
な
夕
な
に
置
そ
ふ
る
露
も
色
な
る
む
ら
き
く
の
花
」 

  

文
化
十
二
年
乙
亥 

 
 

立
春 

た
つ
は
る
の
空
も
み
と
り
に
明
そ
め
て
千
と
せ
の
末
を
ま
つ
の
こ
と
ふ
き 

明
初
て
心
に
か
ゝ
る
く
ま
も
な
し
」
み
そ
ら
や
花
の
春
の
光
り
は 

 
 

寄
若
葉
祝 

恩
田
木
工
七
十
年
賀 

み
と
り
そ
ふ
竹
の
か
た
る
に
こ
と
し
よ
り
年
も
わ
か
れ
も
つ
み
や
か
さ
ね
む 

 
 

瀬
崎
の
ね
か
ひ
に
か
さ
せ
て 

深
み
と
り
若
枝
も
こ
と
に
さ
し
添
て
」
栄
え
つ
き
せ
ぬ
や
と
の
松
か
枝 

 
 

七
夕
衣 

ま
た
れ
来
し
年
に
ひ
と
夜
の
恋
衣
う
ら
な
く
ち
き
る
星
合
の
空 

 
 

七
夕
河 

い
つ
よ
り
か
た
え
ぬ
契
の
浅
か
ら
す
」
あ
ま
の
川
な
み
名
に
や
立
ら
ん 

 
 

七
夕
霧 

ま
た
れ
つ
る
け
ふ
の
こ
よ
ひ
の
う
き
中
を
立
な
へ
た
て
そ
天
の
河
き
り 

 
 

七
夕
鳥 

け
ふ
と
い
へ
は
翅
か
さ
ね
て
星
合
の
」
あ
ふ
せ
ま
つ
ら
ん
か
さ
ゝ
き
の
橋 

 
 

七
夕
契 

た
な
は
た
の
雲
の
衣
手
秋
の
き
て
ま
れ
の
逢
瀬
の
契
か
さ
ね
む 

 
 

七
夕
舟 

秋
こ
よ
ひ
こ
か
れ
〳
〵
て
あ
ま
の
か
は
」
あ
ふ
せ
嬉
し
き
つ
ま
む
か
ひ
ふ
ね 

 
 

七
夕
枕 

た
な
は
た
の
ち
き
り
も
か
た
き
岩
ま
く
ら
か
は
す
一
よ
も
苔
の
む
す
ま
て
」 

 

【
跋
文
】 

 

年
こ
と
に
を
り
に
ふ
れ
つ
ゝ
よ
み
す
て
給
へ
る
御
歌
お
ふ
け
な
く
も
お
の
れ
清
酒
に
ま

か
せ
お
き
給
ひ
て
数
つ
も
り
ぬ
れ
は
か
い
写
し
一
巻
二
巻
と
な
し
つ
ゝ
御
も
と
に
奉
り

ぬ
猶
寛
政
の
七
年
よ
り
こ
な
た
の
も
み
な
あ
つ
か
り
置
奉
り
て
既
に
」
ま
た
か
い
改
む
へ

き
ほ
と
の
数
つ
も
り
ぬ
れ
は
凡
さ
る
心
か
ま
ひ
も
な
し
お
け
る
物
か
ら
去
年
の
葉
月
い

く
り
な
く
も 

 
 

 

（
三
分
ノ
一
行
ア
キ
） 

仰
こ
と
さ
へ
（
ア
キ
）
御
記
念
と
な

マ
マり

に
て
侍
れ
は
か
し
こ
く
も
つ
か
へ
奉
る
い
と
ま
〳

〵
か
い
付
書
と
な
し
て
さ
ゝ
け
奉
り
ぬ
」
化
十
三
年
卯
月 

 
 

清
酒
謹
言
」 

 

【
付
記
】 

 

幸
弘
文
芸
活
動
に
関
す
る
主
な
論
文
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。 

①
『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関

す
る
研
究 

論
文
篇
・
資
料
篇 

第
一
部
』
（
平
成
一
七
年
度
～
平
成
一
九
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
・
研
究
代
表
者
井
上
敏
幸
、

平
成
二
〇
年
三
月
） 

②
玉
城
司
「
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
文
藝
―
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
―
―
」

（
『
和
漢
比
較
文
芸
』
第
46
号
、
平
成
二
三
年
一
二
月
） 

③
平
林
香
織
「
松
代
藩
主
・
真
田
幸
弘
の
文
芸
活
動
―
―
和
歌
と
俳
諧
―
―
」
（
『
錦

仁
編
『
中
世
詩
歌
の
本
質
と
展
開
』
竹
林
舎
、
平
成
二
四
年
四
月
） 

④
伊
藤
善
隆
「
真
田
幸
弘
と
大
名
俳
諧
」
（
『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』

真
田
宝
物
館
図
録
、
平
成
二
四
年
九
月
） 

⑤
平
林
香
織
「
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
―
―
安

永
年
間
を
中
心
と
し
て
」
（
『
松
代
』
二
〇
号
、
平
成
二
五
年
三
月
） 



【
謝
辞
】 

 
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
に
際
し
て
松
代
文
化
財
施
設
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）

の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。 


